
別記様式第8号

事業内容

Ⅲ

東

事業実績書

業

介鞭サービスの師類

業

打

jリi

右

導人した製品牢,・機器名

導人時期及び台数

名

礼会む井心厶人南陽

所属名

職・氏名

介護老人保健施設ほなみ荘

ICT導入支援事業実績報告用

Ⅱ「業完」'Π(支払 ID

電訊排牙

介懲老人保健施設

雌人Xはりースの別

※該当するノjに0を,M人

メ

[製品宇,H導人台数]

・法人"1け 16ホ'ート POE 給電 HUB

・法人向け Wi・{iアクセスホ'イント 6 台

・ LAN ケープル配線・アクセスがイント設鐙費用

[導人田

令和 5年12 j1 20日

ル

使川状況

(使刑する業務・使Ⅲ頻麼

々手)

導人効果

※導人によって将られた効

果に関するデータを客観的

な部価使川に扶づきボすこ

と(移動や,1;類の'd人など

1貞按ケアに当たらない業務

の時問が短締された、職n

問の佑報典イiが円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

令和5年1Ⅱ31臼

@タ0-,、(契約加
.祉鉄業痛、仙報共イi業務、'1'bR業務を・気通貫で行うことがⅡ1能

となっている介護ソフト名

ノートハソコン等の無綵LANでの Wi、fH妾毓

利用打数

職 a 数

(常蜘換算)

2

11、

88 マj

実施経過

・」に

56 名

令和5年8月7日

年月日

導人後の課題や次年座'卸hl

の確認等

年

ノートバソコン等の無綵IANでの接統がn1能になりオンラインで

の会議、研修等がどこでも支師なくできるようになった。

令和5年8月8日~

令和 5年8月18日

刀~

令和 5年10月2日

山形県 ICT 導入支援事業費補助金を活用し Wi、

N 環境を整備して情報の伝達の円滑化・共有

化、業務時問の短縮等の業務効率化を進めてい

くことを管理職打合せで決定

年

介懲ソフトは導人済みであるが、1'分に機能を活川していない状況

である。今後はタブレット,揣末やスマートフォンでの人力やインカ

ムや」t1リセンサーの導人も検肘しながら、恬報の伝達の円滑化・

北イi化、業莇時問の短縮等の業務効*化を関り、ケアの質の向上等

及ぴ職Uの人材税"呆・定着に繋げたい。

令和 5年10月9日

jj )

機種選定・導入計画を作成、運営会議及び代表

者会議で内容を検討し、事前恊議書を提出

令和 5年11月8日

実施内容

山形県ICT導入支援事業塾補助金の内示

令和 5年11月13日

山形県ICT導入支援事業普補助金交付ホ請

令和 5年12月19日~

令和 5年12月20日

、

山形県ICT導入支援亊業普補助金交付決定

令和 6年1月31日

Wi"Fi環境整備に係る製品一式契約・発注

従事者

施設長ほか3

名

機器納品・設置工事をしてWi、Fi環境導入

施設長ほか8

名

Wi、Fi環境整備に係る製品一式代支払い

※機器の選定から実績報告時までの経緋や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

.
"
人
打



別記様式第8号

事業内容

出

事

事業実績書

業

介股サービスの柯1類

業

打

jリi

名

縣人した製品才,・機器名

導人時期及び台数

1父療法人礼団悠愛会

名

所 1成才',

介護老人保健施設さくらパレス

0650180011 】b"業所播牙

職・氏名

IC丁導入支援事業実績報告用

電,;,モ1砕 1}

嘔業完 re (支払fD

介維老人保健施設

購人Xはりースの別

※該当するガに0を,祉人

メ

[製品名][導人台数1

①ND ソフトウェア「ほのぼの NEXT ・ CON poletto」 3 ライセンス、

Apple ipad wifiモデル 3 介、 NISSIN MT・550BT データ述携体器ι

削'3 台、バッファロー無綵ルーター1台

ル

使則状況

(使川する業疹・使川頻度

々武)

[導人川令和 5年Ⅱ j」 29 Π

((1匝1^)、jース(契約期問

導人効果

※導人によって得られた

効果に関するデータを客

観的な評価使川に栞づき

,」ミすこと(移動や,11類の,延

人など岐接ケアに当たら

ない業柄の時問が短縮さ

れた、職U闇のイ占般共イiが

円滑になった、収支が故辨

されたなど)

イ)和 5 作 12 j」 31 臼

,祉鉄業務、恬報北イi業務、'治求業疹を・気通貫で行うことがⅡ1能とな

つてぃる介纓ソフト名 ND ソフトウェアほのぼのNEXT

Cere palotte (不1""打のバイタル'己録、ケア,矼録・力jn)

利川者数

畷 U 数

(常勤換算)

100 名

導人後の課題や次年度'汁

岡の確認等

个て下,11きで行っていたバイタル測定業務が電子化により、ペーパー

レスが促進され、川紙が削減でき、また祀録などの業疹効*も上がっ

た。 care palette を利川することで、バイタル表に数値を紀人し、そ

の通知を介設"鉄と述瑞帳に 21・1下,"きしていたが、バイタル値がそ

のまま速絡帳に転"されサービス内容も転"されるため、業拐の効*

化が鬨れる。まだ不慣れな脚もあるが、以前よりはバイタル測定にかか

る時問が短締された。

92 名

年

2 実施経過

Ⅱ~

電子化を促進するべく、◇年度は3台のIPAD とソフトを導人したが、

次年度以降には史に効*化を進められるようりハビリ部円にも台数を

W1やし、また、"録業務を1イ11f人ノJできるようにするなど、さらに業務

効*を上げられるように,;11川したい。

年月日

令和5年8jほで

年 jl )

令和5年Ⅱ四8Π

①機何送定

・ハード 1アA那介、無綵アクセスポイント 1 台、1P肋

述動体兆ι"1

・ソフト XD ソフトウェア Carc palette3 ライセ

ンス

令羽15年1】 j] 14 11

イ>ネ11 5年11 jj 16 「1

令ln 5年11jj15 11

令和5年12打末日

実施内容

NT導人支援訴業普補助金の交付決定

令洞15年Ⅱ刀 15 Π

Ⅱ j] 29 Π

令刃巧年12jjオミΠ

IPAD

IPAD

3ム

3ム

令不U 5年12 jj 14 Π

休i11U;1

休温"1

支払い(前払い)

η豹品

Care pale11e3 ライセンス

無線LAX アクセスポイント

Care paletlC3 ライセンス

無綵LANアクセスポイント

3水納品

3本支払い

令和 6年1 刀 22 Π

従事者

令洞16年2 打

~令和7年3刀

Care paleιte 操作説叫

現在の述川のヒアリングをしながら、

隆"録の人力について打ち介わせ

無〔し

既存のやりガと Care palctte でのやりガで述川し、

操作に慣れる。バイタル以外の人力をどの項Πに人力

するか検肘する。定型文の作成

※機器の選定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入Π、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

納品

j!煕し

辿所りハビリにて、 care paleⅡe の述川スタート。

址初はバイタル測定業病について、述動タイプの休

温引を利川し、 1P肋へ,;d録。血j11等のデータは IPAD

へ心接人ノ」。Π々の利Ⅲ打の述紹帳を予,11きから PC

化し業務効*を向上。ケア,1ι録を下'11・きから PC と

IP肋を利川し電子化していく f,定。

支払い

1匹し

1熈し

IP肋での介 3施設課長

通所りハビリ

材壬職U

通所りハビリ

令職U

祀
人
行



別記様式第8号

1 事業内容

写,・

弓f

業

事業実績書

'

介護サービスの種類

栞

者

所

名

導入した製品,名・機器毫

導入時捌及び台数

名

医療法人社団悠愛会

所属名

事業完了日(支払ED

訪問宥護ステーションメノレヘン

【事業所番号':0662290006 】

職・氏名

ICT導入支援事業実績報告用

購入又はりースの別

※該当する力に0を紀入

電話番号

訪問看護

メ

[製品瑠H導入台数]

ND ソフトウェア「ほのぽの NEXT ・ care palette N叫・se」 5 ライ

センス、 Appleipad wi'Fi+ ceⅡUlar モデノレ 5 台

[導入山令和 6年1刃 15 e r

使用状況

(使用する業務

等)

ノレ

ξ、

ノ

導入効果

※導入によっ、(相・られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と q多動や得類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時闇が短綸された、」賊員

問の情蝦共有が円洲になっ

た、収支が改善されたなど)

<@匝11^ノース(契約IU]問

令不[16年2月13日

使用頻皮.

/

記録業務、恬報共有業務、誹求業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名 ND ソフトウェアほのぽのNEXT

Carepaletto Nurse C坊問看護記録・毎日)

利用者数

職員数

(常勤換算)

2

J-

これまでは、訪問矯護記録を複写式の用紙に手欝きで記入し、施設

へ戻ってから訪問記緑をまとめていた業務が、訪闇先で記録するこ

とができるようになり、記録業務の効率化が図られるようになっ

た。

61名

実施経過

4.8 名

年

導入後の課題や炊年座計画

の耐疏召等

令和5年8月まで

年月日

打~

令和5年Ⅱ月8日

年

令和5年Ⅱ月Ne

令和 5年Ⅱ月16日

記緑業務の電子化をさらに推進し、今後は職員問の情祁共有ソフト

などを活用し、直行直州ル)出来る体制が榊築できるように、更なる

業務改筈を進めていきたい。

機種選定

台・ハード 1PAD5

・ソフト NDソフトウェア

Nurse 5 ライセンス

令和 5年12月5日

令和6年1月末日

月)

令和 5年12月27日

令和 6年1月末日/

ICT導入支援事業費補助金の交付決定

実施内容

IPAD

IPAD

令和 6年2月13日~

CaTe

Care

令和6年4月

~令和7年3月

Palette5

Palette5

支払い(前払い)
納品

ノ弌ソコン 1台納品

Cere palette Nurse 'り、ーバーセットアップ

上記支払い

、

Care pa]ette

ライセンス

ライセンス

ミ、

Care palette NUTse 操作説明

部署内で勉強会を実施

従事者

無し

訪問看護全職員に、訪問先での看護記録の入力

方法を勉強会を開催。訪問予定表を電子化し、

訪問先で訪問予定の確認をすることができるよ

うにする。

納品

支払い

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジューノレに合わせて作成すること。

無し

無し

無し

訪問看護

担当職員

訪問看護

全職員

記
入
者

台
台

5
5



別記様式第8号

1 事業内容

事

事

事業実績書

#

介護サービスの稙類

業

者

所

名

導入した製品朶.・機器楽

導入時瑚及び台数

記

名

医療法人社団悠愛会

所属名

介護老人保健施設あこがれ

い"業所番号:065168001田

職・氏瑠

事業完了日(支払田

ICΥ導入支援事業実績報告用

電話番号

剛入又はりースの別

※該当する力に0を記人

介護老人保健施設

メ

[製品朶.1 ND ソフトウ=ア「ほのぼの NEXT ・ caN palette」 2

ライセンス、

Apple ipad W途モデル2 台、 NISSINMT・550BTデータ連携体

温計2台、バッファロー無新υレーター1台

[導入田令和 5年Ⅱ打 21日

ノレ

使用状況

(使用する業務

ず)

/

導入効果

※導入によって得られた効

果に関司、るデータを客観的

な評価使用にJ選づき示すこ

と q多動や弘箱頁の記人など

辿接ケアに当たらない業務

の時問が短締された、職員

闇の恬帳共右が円滑になっ

た、収支が改善されたなど)

(契約捌問賊入・ノース

ノ

令和 5年12月31日

使用頻座.

記録業務、情帳共有業務、訥求業務を一気通質で行うことが可能

となっている介護ソフト右 ND ソフトウェアほのぼのNEXT

C丑repalotte (利用者のバイタル記録、ケア記録・毎日)

利用者数

職員数

(常勤換算)

2

100 名

'

実施経過

70.4 名

導入後の課題や次年度計画

の科配忍等

全て手私〒きで行っていたバイタル測定業務が電子化により、ペーパ

ーレスが促進され、用紙が削減でき、また記録などの業務効率も上

がった。

作

年月日

令和5年8月まで

月~

令和5年Ⅱ月8日

年

機種選定

.ノ、^ド'

動体温計

・ソフト

イセンス

令和 5年Ⅱ月14日

令和5年Ⅱ月16日

電子化を促進するべく、今年度は試験的に2台のIPAD とソフトを

導入したが、次年度以降には更に列」率化を進められるよう台数を増

やし、記鉄業務を音声入力できるようにするなど、さらに業務効率

を_上げられるように計画したい。

'

月)

' 1、

"
令和 5年 H 月15日

令和5年12月末日

IPAD2 台、無線ノレーター1 台、 1PAD連

実施内容

ICT導入支援事業費補助金の交付決定

ND ソフトウェア Care palette2 ラ

令和 5年Ⅱ月15日

令和 5年Ⅱ月21日

令和 5年12月末日

IPAD

IPAD

令和 5年12月15日~

体温計

体温計

支払い(前払し→

納品

'

2本納品

2本支払い

令和6年1月

~令和7年3月

Care palette2 ライセンス

無線ノレーター1台納品

Care palette2 ライセンス

無線ノレーター1台,支払い

従事者

1無し

C飢epalette 操作説明
部署内で勉強会を実施

無し

通所りハビリにて、 catepalette の運用スター
ト。最初はバイタノレ測定業務について、連動タ

イプの体温計を利用し、1PADへ記録。血圧等

のデータはIPADへ直接入力。日々の利用者の

連絡帳を手書きからPC化し業務効率を向上。

ケア記録を手書きからPCとIPAD を利用し電

子化していく予定。

無し

ノノ

無し

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。
※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジューノレに合わせて作成寸ること。

無し

通所りハビリ

担当職員

通所りハビリ

全職員

台
台

2
2

入
者

、



別記様式第8・号

事業内容

喫

班

出業実績書

業

介護サービスの樋顎

樂

打

】折

名

導人した製品f,・機器名

導人時期及び台数 管"!者、介護

員、看准師、事

務員

名

株式会礼アドバンス&ウェルビーイング

所属名

職・氏名

瑪業完 rn (支払[D

サービス付き尚齢者向け什宅Π和

ICT導入支援事業実績報皆用

川1人父はりースの別

楽該当するガに0を,心人

電品俳り

11i定施役人1',}占中活介護

メ

[製品名]

ND ソフトウェア株式会礼

Carepalette ipad

8ム[導人介数]

令和6年 lj」 16 11[導人山

ル

使用状況

(使川する業拐

竺)

導人効宋

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使川にJ'しづきポすこ

と(移動や,11類の心人など

1此接ケアに当たらない業膓

の時問が短糾された、職R

冏の恬報北イiが円滑になっ

た、収支が改再されたなど)

令和 6年

1匪11囚・リース(契約期闇

使川頻座.

,,ι鉄業疹、砧報艾イi業務、'冶求業疹をζ'U血貫で行うことが訂1能

となっている介維ソフト名(ほのぽのNEXTケア総介"鍬システム)

ほのぼのNEXTケア総介,紀鉄システム

令和6年1打導人

利用芥数

1打

畷 a 数

(常勤換算)

"鉄業枋ωΠ

30 Π

2

40

実施経過

20.3

年月日

年

導人後の課題や次年度';111町

の確認等

ケア総介"鉄システム導人により介設,心録川紙への,祀人業務が必

要なくなり火幅に"録に係る業務時問は短紺した。また111し送り等

の恬報北イiが111硫に行われるようになった。以 kの効果によりご利

川打様と関わる時間がとれるようになっている。

2024年】刀

打~ 年

16日

0サーバ設定

Carepalette 述携ツールのインストール行う。

OPC 設定・タブレット設定

PCへのほのぽのNE灯のインストール作業及びタ

ブレットの設定作業

0打ち合わせ

現場管j11!者、現場担当者を対象に述用のヒアリン

グ、各郡マスタ(食事、水分址、排紲状況等)

帳票設定の打ち合わせ。

2024年 lj1 30 "

jl )

メモ等の従来から使川していた介設,祉鉄様式の削減を進める。

,己鉄内容を充尖させる。

2024年2 j] 14 Π

実施内容

2024年2 j] 28 11

0打ち合わせ及びPCでの介纏記録の入力につい

て説明、指導。

0管埋者、介護員にゆadでの登録ガ法の説明介纏

記録入力について指導。

0管H!者、介護職貝に介世Ⅱ誌や水故帳告1井等の

作成について説明。

従事者

管"!者、介護員、

看護師、事務員

管"!者、介護

員、看護師、事

務員

※機器の選定から実紕帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管咋者、介護

員、看護師、事

務員

"
人
"



別記様式第8号

1 事業内容

亊

事

事業実績書

業

介護サービスの柿類

業

行

1リi

名

導人した製品孚,・機器タ,

導人時期及び台数

名

礼会智,1祉法人悠愛会

所属名

城・氏名

ヰ、Y別養股老人ホームあこがれ

ICT導入支援事業実績報告用

事業完」'ロ(支払ID

電,訴番リ

介設老人和芹止施設

雌人Xはりースの別

※該当するガに0を,矼人

メ

[製品名]①WAPM一餓4RI

②AT-SH230-18GP 3523R

③WLS-ADT

④WLS-ADT-SPYん0

ι導人台数1①:10 介②:2 台

1導人田令和 6年1打 27 Π

ル

使川状況

(使川する業拐

芋)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評仙i使川に基づき水すこ

と(移動や,牛類の"人など

In接ケアに当たらない業務

の時問が短靴された、職n

問の竹報典打が門滑になっ

た、収支が改誇されたなど)

(契約期問1朏人・リース

令111

使川頻皮

"鉄業疹、恬報共イi業拐、,清求業務を・会U皿貫で行うことが河能

となっている介懲ソフト名(ほのぼのNEXT

6年

利川者数

畷 U 数

C常"換算)

2 jl

施設内での祀録作成や,仙報ハイiツールとしての「ほのぼの NEXT」

を各ユニットのノートおパソコンにて運川。その際の施股内インタ

ーネット環境として常時使川。

90 名

2 8日

③

70.4 名

(@):1 台

年

WI、F1環境が安定したことにより、人ノj時の「通イ.iエラー」の解消

ができたことにより、職Rの人ノJ特の「通イ'エラー対応時問」の削

減、心的負IHが改辨された。

導人後の課題や次年度,汁1川

0)卿!i忍ξ阜

打~

0導人後α■年) 1年Π

・wi.Fiの安定した環境帆築(wi、Fi環境が安定しているかの科琵引

・職員の心的負州嵯減

・業疹効*化

年 jl )

02年Π

・ wi、Fiの安定した環境刷築

・畷Uの心的負択幌減

・業務効*化(ノートパソコンを移動しながら人力できることでの

人力時問の短縮)

2 実施経過

年月日

5年

03年Π

・ wj、Fiの安定した環境枇築

・職nの心的負捉幌減

・業務効*化(効*化できた時問をイi効活jlD

7 jl

5年

2 1 Π

8打

5年12月5日

通信環境の確認

・現地調査

(2階棟1 3 階棟)

・通信環境整備に必要な提案確認

・見積もり依頼

2Π

6年1月22日

6年1月25日

~ 6年1月27日

実施内容

6年1月27日

リコージャパン休凋との打ち合わせ

・アクセスポイントの位置検討と、工事内容の

確認

6年1月31日

リコージャパン(株)との最終打ち合わせ

・作業スケジュール確認

・導入商品の確認等

見積書の完成

6年2月20日

リコージャハン休幻による取り卞Nナエ事の実

施

※機器の選定から実績帆告時までの経緯や契約日、導入日,支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば,業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

施工工事完了

論求電税蔀忍

吉田ほか1名

とりコージャ

パン中凋 3

名

従事者

支払い完了

吉田ほか 1名

とりコージャ

パン休知 2名

吉田ほか1名

リコージャノ弌

ン休櫛 3名

吉田

"
人
名

台1



別記様式第8号

事業内容

事

事

業

事業実績書

介纓サービスの樋類

打

jリi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

名

1欠療法人社団剛↓イ」゛

所属名

職・氏手',

事業完」'Π(支払ID

,;方剛看護ステーションゆざ

ICT導入支援事業実績報缶用

剛人父はりースの別

※該当する方に0を,;ι人

電i円番り

訪岡看護

メ

r製品名」

介護ソフトすぐろく Home

ル

使川状況

(使川する業務

梦)

[芋}人台数】 1台

[導人川令ln 5年12 jj 13 Π

導人効果

※導人によって得られた効

架に関するデータを客観的

な部価使川に」'づきポすこ

と(移動や'11類の'越人など

In接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、畷n

問の情報共イiが円滑になっ

た、収支が改鮮されたなど)

令和 6年1 刀 31 Π

四_^・リース (契約期問

使川頻座

"鍬業膓、桁報共イi朶拐に力i日使川している

介段ソフト名(介姓ソフトすぐろく Home

利川者数

職 U 数

(常勣換算)

2 実施経過

33 名

・記録時問の短縮60分→30分

・訪問先でタブレット入力できるため実績の入力漏れがない

・紙カルテでのぺージをめくる作業がなく確認作業が軽減

・職員闇の恬帆共有が円滑になりホし送りが短縮できた

・隙問時問に帳告書や計画書の作成が可能

・訪冏調整が容易で時問短縮につながる

3.6 名

令和4年7打

5年9打.'、^

年月日

導人後の課題や次年度'汁1叫

の確認等

年

管理者ほか

1名

令和5年7打 1Π

5年8j」 31 Π.^

打~

1日

1Π

医事課担当者

令ln5年Ⅱ打

年

・現在の問題点の抽出

・タブレット導入月的の確認

・機種選定

・導入計画の検討

・使用者の意見聴取

令和5年8打 1Π

5年10 j】 31日.^

jj )

時闇短締できており空いた時問をイi効活刑につなげる

心接ケア以外の,11,類峡備等に時問を当てていく

剪人による看護,越録の見1貞しや効果を検'址していく

管理者ほか

1名

16 11

令和 5年11打 1

~ 5年12 刀

・導入担当者決定

・チーム体制整備

実施内容

契約.

令和 5年12 j」 13 "

Π

31 臼

令和 5年12 j] 13日

~令和 5年12 刀 31 Π

ICT活用マニュアル作成

ICT活用マニュアルに沿い

担当者より教育

令和6年1打1"

~令和 6年]打 31日

従事者

・導入

令和 6年1 打 31 Π

管理者ほか

1名

令ln 6年2 j1 1 U

~令和 6年2 j」 19 1_1

運用に向けた準備期問

管理者ほか

1名

紙カルテとタブレットを併用

タブレットへの移行準備

医事課担当者

支払日

管理者ほか

1名

※機器の送定から実績報告時までの経緯や契約口、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務Π誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

タブレットのみ使用

タブレット記録を参照しての情帳共有

中し送りの短縮

管理者ほか

1名

管理者ほか

1名

管理者ほか

1名

"
人
"

y



別記様式第8号

事業内容

水

事

水業実績書

業

介姓サービスの師頴

業

者

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

名

株式会11

所 1成名

畷・氏名

事業完」'Π(支払ID

ケアセンター

ICT導入支援事業実績報告用

附人Xはりースの別

※該当するガに0を祀人

電,括仟"}

鈴人ファーム

,山問介股

メ

[製品名]

NDソフトウェア株式会社

ほのぼのNEXT ・式1朧人

[導人台数1

[導人田

ル

使川状況

(使川する業枋

等)

マロニエ

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使川にJ'づき永すこ

と(移動や,11 類の.氾人など

心接ケアに当たらない業柄

の時問が短締された、職U

問のイ占報北イiが円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

令和6年1打25日

N11^・リース(契約期闇

使用頻度.

祀録業務、情帆共イi業務、,清求業膓を・気通貫で行うことが河能

となっている介雄ソフト

(ほのぼのNEXT)

1」jΠの,坊鬪介護紀録、.;方岡介設IU司士のⅢ送りをスマートフォン等

のアプリを使川。管"!川 PCへ尖紬となりデータが取り込まれ,古求

まで述携する。

利川行数

CarpaletteHome

城 U 数

(?;"切換算)

2

43 人

実施経過

5.1

ペーパーレス化で丁・,1;・き作業を無くしたことで劼剖介護Uの負択

が幌減されサービス捉供貞任古や,,1'1求扣当占が紙の"録を回収す

る必要がなくなりXどこにいても,;ι鉄在確認できるようになった

ことで時問効*が上がった。

,清求業拐についても、火紬を下,11'きで拾う作業が無くなり尖鞍の

染,i1から.清求までの・迎の流れが人幅に時冏短縮された。

年月日

年
ー^

年

¥J人後の課題や次年度,il'11hi

の硫認等

令和5年4月

月

年

打~

令和5年6月

月

日

年

日

令和5年7月

j l )

アブリの操作がイ汁貫れなため"録ミスやイレギュラーな劼剖の逃

加や変奥に対応できておらず修11{が多い。

事業状況分析・問題点の分析

令和5年7月末

実施内容

ソフトの選定・導入計画の検討

令和 5年11月15日

導入担当者'・チーム体制整備

令和 5年12月26日

実際にソフトを使用する者へのヒアリング

令和 6年1月25日

契約及び発注

令和6年1月

従事者

ロロほか0名

導入日

役員2名ほか

1名

支払日

役員2名ほか

1名

ソフト導入時期

役員2名

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

役員1名ほか

1名

役員1名ほか

1名

泥
人
行



別記様式第8号

1 事業内容

.11

,}

業

事業実績書

介誰り

業

占

P行

タ.

導人した製",甲i・1延器名

噂人時期及び台数

ビスの肌顛

祀

名

;1'会福111払人みのり福1」にだ

所属仇

朴別養護老人ホームソラーナ

1喫業所排り 06730003H

職・氏仏

水業yι f e (艾払ID

ICT導入支援事集実級報皆用

購人又はりースの別

※該当寸る力'に0を肥入

屯訊帋"

介護老人福祉施設

メ

1製品才、.1

NI〕ソフトウェア 1ほのぽの NEXT

ADP】C I0 2 インチ il,ad

f導人六数】竹5f;

[導ノdj]令和 5 午 12 1」 22 11

ル

使川状洸

(使爪する蒸疹

ヤ')

巡区》 リース(契約1刺問

秤人効果

※導人に上0て得られた効

巣に関寸、るゲータを客観的

な計仙】仙用にルづき水、小こ

と(移四八、斗ⅡW)記人な上仙

按ケアに町たらない業務の

"、¥問が錬靴された、職貝剛の

恬報共打が円滑にな(た、収

支が改円さ九たなど)

令和6圷2Ⅱ 13日

使川噸世

紀録業務、恬N共イf業務、諭求業務を・気迎貫で行うことが可能とな0

ている介護ソソト名( ND ソプトゥエアほのぽの NEXT )

・タプレット(ソフト f cnl・e P8】ottC 1 人り、以 1汀d1 じ)を1夕ξ務に 1
^、

介護3 プロアに4六配枕.(夜勤・"配読に介わせて)

・バイタルリイン測足、食,"・排1Ⅲ曾介助場【mでその昆卜で記鉄人ノJ、1丑

Π使用。

利附占数

職員数

(常勤換算)

CHro P臼]0【1ι、」

定n

80 夕1

.タブレット噂入により、記鉄や恬都共有がスムーズにな0ているとこ

ろ{゛あるが、尊人ⅢN.ないため操作方法の周知徹底を「対ること、新しい

介,漁記録システムの槁築にnM剖を懐しており、い主だ 1試h段1苓」で島

る

・試1丁段陽ではあるものの、介姓記鉄や';d鎚仏】容耐採召の勿上皐化(祀録場

所主での移動知冷"、向像"鉄1'π用含む)などの効果が・部見え_始めてい

る

34.2 人

仟

導人後の,潔題や次年座針1河

σ〕引f'{1僻,

打~

人居H.、・退院".〒ザマリー・、人1吊打の皮膚状態などを'ザ女データにて'氾

録し、多職樋で正砕な付搾典イiに努め、ペーハーレス化を推i佐している,

・人居行のアウティビティへの1円川(You lube 崎劇」抽1現聴など) 1,み

じコ11るU

介護 IJI:・ フロア

リー・ダー

午

【課顎】

・タブレット1県作ぴ畍,1知、不慣れな肌nへの教介・研修

・新Lい介護'祀録システムの硫立

1玖年度計曲n打

0」尊人後(予,年) 111、Π

タブレット及ぴCmで 1、1C110 噂人による新しい介誰.祀録システムの操

作方法習得

新しい介護'祀鎚システムのルール化(バイタル・食'11・水分・排1世記録

を小心に)

2 実施経過

ナ1 )

令和4年~

令和5年7打

年月日

施股長・相蔑員・

看姓恥n ・介誰恥

員ら

令和5イトフ四~8打

令和5午8月25日

令和 5 司{10 村 2 Π

令和 5 圷 10 打 12 Π

タゾレット(cnre palette)、インカム、'ナ、ーフ、コ

ール 4古1り機能付き)等導人の検討・試行を複

数回リι施。

現11の 1ほのば仍 NE>rr」活用法を111硫認。

令和5午Ⅱ打8日

令和5守Ⅱ月28Π①

12" 5 H②

タプレット(cm・e palette)導入を検肘、兄柚イ.リ

令和 5 午 12月5日

(10 Π岡秤度)

実施内容

補助金町前協議野揣川

補助金内ふ通知

杣助金交付卵荊

令和 5 仟12 Ⅱ 22 訂

交付決定通知

【ND ソフト職典による研修①②】タブレット・

Care palette 運用力法に0いて、、操作説明(マニ

ユアルに基ノ5<)。゛、1]

令和6年2門13U

令下Π 6年3 j} 4 11

アンケート突施:入J',1扣_"何髄n (介'仙・τ論仏・相

談n ・"マネジ←・管別!栄養 1'・機能訓;小指噂H)

・現在の祀録・円類仟成・恬机共イ】について

上記仏」容で、乃、後にj則待すること

施設長・介池・相

談員・看護等従*

者

令和6年3"フ"

従事者

タブレット・ cal・o palette 納'1.

行部苓で使用剛始

・仙用力、法は、上"研修受淋者が倫仙寺伝達。

※機器の選定から実績桜告時までの経緯や契約日、導人日、支払nを記載すること。

※導入工程や従事者が分かるt,のであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

上祀職員に加え、

法人幡部

業者支払い

【ND ソフト耻員による研修③】タプレット

Cm・e pnlette 操作説明(各フロア・"11'芥を1"1 り、

k際場血での操作説明およぴ研修)

タプレット1舌111による祀録の兒山:し

施没丘・相談R ・

看誰職員・介護職

ιiら

人
門



別記様式第8号

1 事業内容

亊

事

拠

業

介纏サービスの師類

打

1リi

才,

績書

導人した製品宏.・機器才、,

導入時期及び台数

紀

名

11.会細祉法人川西福祉会

所属名

職・氏名

ヰ"刈養設老人ホームそよ風の森

事業完」'Π(支払「D

IC丁導入支援事業実績報告用

電話番リ

附人Xはりースの別

※該当するガに0を'越人

介護老人福祉施設

メ /b

[製品名]ND

[導人台数】

[導人田

使刑状祝

(使用する業拐

等)

ソフトウェアほのぼのNEXTケアパレット 10 台分

ipadl0 台

令和 6年1打納品、初期設定

令和6年2刀インストール、操作説明

令和6年2打 28

購人リース(契約期問

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評仙使川に基づきポすこ

と(移動や冉類の,d人など

池接ケアに当たらない業膓

の時問が短縮された、峨U

問の情報父打が円滑になっ

た、収支が改誇されたなど)

"録業務、恬報共有業務、'冶求業務を・一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名:ほのぼのNEXT ケアパレット

ipadl0 台導人し、特碇各棟(2棟) 3 台、多職種各 1台(看複師、

ケアマネ、相談員、管鯉栄養士) 4台使川している。証1]のケース

祀録や食亊、排せつ、人浴、その他の記録すべてを、その都度ケア

パレット(タプレット)に1此接人ノJし、送佶することでほのぼの

NEXT と迎動する。肴護師、介護員同士のq!送り、指示もタブレッ

トで行っている。

使則頻度

利m者数

1 1

畷員数

(常勤換算)

100 名

導入後の,深題や次年度計画

の確認等

67 名

( 66.0

名)

今までは、ケース,冠鉄、食事、排せつ、人浴等は手出きで記録用

紙に円き、その後入ノjすると言う二度手闇があった。ipadl0台導

人することで、令ての介懲"録を心接入力し、その時問をご利用

行様との関わりや記鉄以外の業務に充てることが出来た。また、

多職郁問の情報北行がタイムリーに行なえるようになった。ご家

族から電新で今の状態在開かれた時、ipadで確認でき、すぐに答

えることが川来ている。 1m会の際にも、タブレットを持って状態

をお伝えすることが出来、現場に聞いたり印刷して出したりする

予問がなくなった。

年

2

円~

実施経過

令和5年Ⅱ月

年月日

まだ完全にタブレット入力を出来ていない畷負もいるため、教え

ていく。抜けているところの確認をどぅするか、1Cや担当者会

議、病院受診等でも使川できるか、より使いやすい方法はないか

など検討する。紀録時間削波にょり樂柄改円につなげていく。

年

令和 6年1月

月)

令和6年2月8日

機器発注

機器納入、初期設定

令和 6年2月21 臼

実施内容

インストール、初期設定、導入

(システムライセンス追加作業およびサーバー

と ipadの連携設定)

第1回記録説明会(ND)(現在の運用ヒアリン

グをしながら打合せ、 ipad記録)

介護記録の入力についての打合せ

令和 6年2月22日~

第2 回目説明会(ND)

第 1回目の打合せをもとにipadでの介護記録

の入力についての説明

排せつ記録、食事記録、入浴記録等、紙媒体で

の記録をなくして直接入力することを月標にす

る。

令和 6年2月28日

令和6年3月6日

従事者

荘長補佐

各部署での職員へipadでの介護記録の入力に

ついての説明

業務員

事務員、介護

リーダー、看

護師、ケアマ

ネ、相談員、

管理栄養士、

機能訓練指導

員等

支払日

令和6年3月7日~

運用状況確認と記録運用の疑問点について質疑

応答・フォロー(ND)

事務員、介護

リーダー、看

護師、ケアマ

ネ、相談員、

管理栄養士、

機能訓練指導

員等

変更点や新たな入力方法を各部署にて職員に周

知する

介護員、看護

職員

事務員

事務員、介護

リーダー、看

護師、ケアマ

ネ、相談員、

管理栄養士、

機能訓練指導

員等

事務員、介護

リーダー、看

護師、ケアマ

ネ、相談員、

事業実

人
者



別記様式第8号

1 事業内容

Ⅲ

事業実績

事

業

介姓サービスの師類

行

介巡ロポットの製品名

通イ.;環境繁備の製品名

1リi

名

導人N寺期及び介数

丁1ト

株式会礼奥山商店

早二■

タ,

所属名

事業完了Π(支払、1D

職・氏名

ICT導入支援事業実績報告用

購人Xはりースの別

※彼'ηするノjに0を.}ι人

グループホームスマイルしばはし

電話番牙

認知症対応刑共同小活介設

使川状況

(使川する業務・イ吏川頻座

竺)

メ ル

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄仙指橡に」'ξづきポ'すこ

と(介設時問の短縮、心接・

問按負撹の帳減効果、介准

従事行(利川吉)の満足度、

収支の收辨など)

介没ソフト

タブレット

令和 6年3jl

ワイズマン 1 DC すぐろく Tablet ・式

ODS TA2C、DR94R 3十↑

剛人リース(契約期問

使川する奬務:ケアの紀鉄やバイタル等

使川頻座:力jn

21 Π

定n数

轡人後の'深題や次年度釧

血の硫認等

R5年8 打

~ R5年

同じ内容の祀録を別の,1{類に転"したり、記鉄の'人や管川!にかか

る時闇が無くなり,氾録に係る時問短締が関れている。

18 乳

年

R5年8 打

2

1 「_1

8 jl

実施経過

打~

R5年6jl

~ R5年

導人後の課題

タブレット操作に抵抗を感じていたり、慣れない職Uがいる。

R5年11jl

21 11

年月日

25 Π

R5年11jj

年

職員への説明、意見聴取

提出書類の作成

次年度,汁1川について

"録業務にかかる時闇を削減し、心接ケアの時問を増やすことがで

きる。

1Π

7 jl

R5年12jj 14

~ R6年1打

8Π

jl )

事前恊議書の提出

31 "

29 Π

R6年2 打

状況把握・問題点の抽出

ソフト・タブレットの還定

補助金交付決定

Π

31 Π

R6年2 打

~ R6年

契約

1Π

システムの導入

職員の操作指導、試験運用

R6年3 打

実施内容

IU

3打

運用の開始

21 Π

検証及び見直し

職員へのアンケートの実施

※機器の選定から実績穣告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画霄のスケジュールに合わせて作成すること。

全職員

事業完了(支払)

管理者

従事者

全職員

全職員

全職員

全職員

"
人
打

業



別配様式第8号

1 東業内容

小業

ψ

*業尖績冉

介護サービスの柚類

所

遵人した製",名・機器右

導<"寺1リ1及び台数

医療法人社団緑愛会

所属瑠

肌し氏糸

確話幡号

小業完了H (支払ID

かがやきの丘居宅介護支援蜘業所

ICT導入支援事業実績相告用

購人Xはりースの別

※肢当する力に0を,氾人

屑宅介護支援

メ

f製,り.郵]

'ワイズマン

ノレ

使用状洸

(使捌する業務・仙用頻座

等)

[弊入台数]

【遵人田

IDCすぐろくケアマネ

導入効朱

※遵人によっ、(得られた効

果に関するデータを客観的

な,汗価使川にJ'イSき示すこ

と(移動や番顛の記入など

直接ケアに当たらない業務

の11、^闇が短締された、職n

岡の情帷北イiが円浴にな0

た、収支が改i鼻され"たなど)

くii11雪)リース(契約弸間
令1Π 6 q三 l j1 31 H

、1 台

令和 5年]2 乃 上1 訂

記録業務、情粧共イi業務、譜求菜務を一気通貫でh うこ上が"j能

となっている介設ソフト粥(ワイズマン)

利用者数

職員数

(常勤換算)

外出11寺に、記録業務が行才_る。頻度:毎日

外出11寺:サービス計i岡街なだ兜紙而ではなく、データで共イiできる。

必要1]寺、その場で修正できる。身i座:毎日

125 条

2 実施経過

4毫

年

.既に導人涜みの介護ソフト「ソイズマン」のシステムを追加で導

入し、職nが外出し・(いる際にも、"鰍業務が行える。また、機器

を1舌jlH<円滑な情弧共打やぺーパーレス化、業務効率化に繋げて

いく

導<後の課題や歌午度捌仙i

σ〕耐f号及七、;

年月日

年
'叫、^

円~

令和 5 午・ 11j1 14日

月

年

令和 5年12月14 目

月

日

ナD

日

令和 5年12/] 14 U ~

令和6年1月31日

新たな加算の算定に向けて、活刑力法の検討が必要。

今後、紙血ではなく介護記鉄の電子化を糧討していく。

すぐろくケアマネの申込契約突施

令和 6年 IJ1 31日

実施内容

すぐろくケアマネシステム納入、初1切設定実施

し、システムの操作力法について、業者より説

明会実施

すぐろくケアマネを使用し、不明点が疑問点を

会議などで科E認し、随時業者へ磁認を行う。

購入代金の支払い実施

従事者

ロロほか0瑠

職員5瑠

職員5名

※機器の遜定から実績報告時までの経純や契約日、遵入Π、支払Πを記城すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画帯のスケジコ、ールに合わせて作成すること。

三'

菜

記
人
者

血
糸



別記様式第8号

1 出業内容

吐f

]11

業

介護、リービスの孫類

業 所

i焦<{,た製'Y.4i・機瓣タ,

遵入時期及ぴ台数

佑

所属瑠コ
肌卜氏皐

糸

畷療法人社団緑盤会

小業先 f"(支払ID

ディ、り・ービスセンター・満火の家

ICT導入支擢事業実績報皆用

賄人Xはりースの別

※肢当する力、に0を記<

織話排号

通所介浜、通所剛サービス

メ

[製品幸.]

IDCディ、リービス管理システム S1リ追加(ライ、センスキ'→)

1導<六数11 台

n,入日]令チΠ5 午 12 打 H e

ノレ

使用状況

(使則する業務

等)

購入・リース(契約捌閥

潤人効果

※淑人によって得られた効

釆に関するデークを客観的

な評価使用に爲づき示すこ

と(移動や'類の記人など

心接ケアに当たらない業務

の時問が短締された、職n

闇の情洲北'が円滑にな0

た、収支が改瓣されたなど)

令和 6午 1打

使川願世

紀鉄業務、情机共打業務、諸求業務を一気通貫で行うことが可能
士なっている介護ソフト4 (ワイズマン)

使用する業務:通所介護計仙洋判乍成、1,1FN1猫係人力、戈績人力
使用頻座:毎肝

利用者数

職 R 数

(常勤換算)

31 Π

30 熱

2

13糸

(9.7 互',)

実施経過

イ1Ξ

弊入後の課題や汰俳庶計画

0)硫1巻等

通所介護,11仙i俳をパソコン入力小らワイズマン桜票杉打によりケ
ア以外の業務時1州短締、負担の幌波となっている。

年月日

年
'■、^

冴~

令和5年Ⅱ月27日

月

年

年

令和 5年12月14 Π

打

Π

JI )

日

令和 5年12村]4日~

令和 6年1月3]日

システム1舌mに償れてぃない小で、介護保険の改定もあり、加範関
係など仕組みにっいて学習していく必要がある。

リイズマンライセンスキーの追加発注

令和 6年 ljj31 "

実施内容

機器発注・納品

ワイズマン帳票移行を実施

通所介護計画書をパソロン入力からワイズマン

システムへ移行のためライセンスキーを使用。

システム内容硫認の実施

購入代金の支払い実施

従耶名

ロロほか0右

職員1名

職員1々

職員3名

職員3名

職員1名

※機器の選定から実鍍雑告時までの経純や契約日、導入日、支払日を1赤哉するとと。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジコ_ールに介わせて作成すること。

゛績尖
記
入
者
一

業工
一



別記様式第8号

事業内容

出

事

事業実績書

介護サ

業

打

1リi

名

導人した製品宇,・機器名

導人時期及び介数

ビスの師顎

尾

名

礼会福祉法人舟和会州班長庄司止松

所屈名

1"舛養姓老人ホームえんじゅ井

{1Ⅱ業所排1}:0672500220】

職・氏名

噂業完」'Π(支払ID

ICT導入支援事業実綾報告用

電,;舌排 1・}

購人父はりースの別

※該当する方に0を"人

介護老人腔村」[施股

メ

[製品名]①法人向けデュアルバンド無線アクセスポイント

②POE8ポートHUB

[導人台数1 ①2台

②1介

[導人田令和 5年12 Ⅱ 21 Π

ル

使川状況

(使川する業務

゛デ)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使川にjよづきポすこ

と(移動や,1:・類の,;ι人など

心接ケアに当たらない業務

の時問が短繍された、職U

問の恬報共イiが門滑になっ

た、収支が改逃されたなど)

@, リース(契約瑚問

令和 6年3 j1 27 11

使川頻座

"録業枋、恬報共イi業枋、前求業務を・気通貫で行うことがn1能

となっている介護ソフト才,(東絲システム才品祉見朋録)

利川者数

職 U 数

C常勤換算)

介設,;ι鉄業枋の際に、ネットワーケアクセスするために常に使川

している。

2 実施経過

84 名

5年7月

5年^

Wi、Fi を増設する前は、介没,'鉄川のパソコンを LAN ケーブル

に繋いで介護,狙録を人力していましたが、 wi・Fi増設後は移動先へ

パソコンを持参し現地で介懲"録を人力することができるように

なり、"鉄業務の効*化が図れました。

また、令利6年座に向じ介巡ソフトのタブレッドを導人すること

になっており、タブレッド導人前に Wj・Fiの強化を侠1れて良かった

と感じています。

44名

年月日

年

5年7月25

~5年7月

導人後の課題や次年座,'11岡

0)る在i忍々亨

25日

7月31日

jl ~

5年7月25日

~ 5年7月31日

日

31日

年

5年8月1日

~5年8月10日

介護記録業務の課題分析

前述のとおり、令和6年度はタブレッドの導人を計1向していま

す。タブレッドを導人することでより介設"録の飾業化が図れるよ

うに、介護スタッフがタブレッドを気嵯に操作できるように人力方

松などの1,'.]知に努めたいと思います。

jj )

機種選定・導入計画の検討

5年8月10日

~5年8月15日

実施内容

導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各担当者)

5年8月23日

機器を使用する者(介護スタッフ等)の意見徴

収

5年Ⅱ月8日

見積書徴収

5年12月1日

補助金交付中詰

5年12月21日

従事者

介護職員

事務職員

柿助金交付決定

6年2月1日

~ 6年2月15日

介護職員

事務職員

製品の発注

6年3月27日

介護職員

事務職員

製品の導入完了

介護職員

事務職員

導入効果の検証

(導入・活用・効果検証の各担当者)

※機器の避定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事名が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

事務職員

支払い完了

事務職員

介護職員

事務職員

事務職員

人
打

業



別記様式第8号

事業内容

事

.,f

事業実績書

業

介護サービスの柯1顎

業

打

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

肥

名

社会村井止法人舟和会埋喫R 庄司正宏

所屈名

指定通所介纓事榮所えんじゅ

【亊業所播り':0672500204】

職・氏名

事業完」' H (支払ID

ICT導入支援事業実績報告用

埀'円丞1}

1肱人父はりースの別

※該当するノjに0を,祉人

辿所介設小業所

メ

[製品名 1 ①紘人向けデュアルバンド無綵アクセスポイント

ル

使川状況

(使川する業窃

等)

[導人介数]①1台

[導人田

導人効巣

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価使川にj'づき永すこ

と(移動や円・類の,心人など

心接ケアに当たらない業務

の時闇が短締された、職U

問の恬報北イiが円滑になっ

た,収支が改辨されたなど)

@ヲ リース(契約期間

令和 6年3 打 27 Π

使川頻座.

令和 6年3 j1 4 臼

記録業物、恬報共イi業柄、.清求業疹を一気通貫で行うことが何能

となってぃる介護ソフト老(東経システム:む,1祉見聞録)

利用打数

職 n 数

C常勣換算)

介護,祀録業倩の際に、ネットワークァクセスするために'常に使川

している。

2 実施経過

25 名

5年7月

5年^

7名

年月日

Wi"Fi を増役する前は、介設,越鉄川のバソコンを LAN ケーブル

に繋いで介護,祉録を人力していましたが、 wi・Fi垪設後は電波状況

が改汎.し移動先へパソコンを持参し現地で介巡祀録を人力するこ

とができるようになり、"録業疹の効*化が図れました。

タブレッドの使川範鯏も拡がり、使い勝下が改辨致しました。

年

5年7月25

~5年7月

導人後の課題や次年度,;1'仙1

の確認等

25日

7月31日

打~

5年7月25日

~ 5年7月31日

日

31日

年

5年8月1日

~5年8月10日

介護記録業務の課題分析

jl )

LAN ケーブルに接統せずとも、パソコンやタブレッドなどで人

力できるようになったことにより、移動先での紀鉄業務や"録災務

の簡票化など業務の効*化を1刈っていく。

機種選定・導入計画の検討

5年8月10日

~ 5年8月15日

実施内容

導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各担当者)

5年8月23日

機器を使用する者(介護スタッフ等)の意見徴

収

5年Ⅱ月8日

見積書徴収

5年12月1日

補助金交付巾詰

6年3月4日

従事者

介護職員

事務臓員

補助金交付決定

6年3月4日

~ 6年3月15日

介護職員

事務職員

製品の発注

6年3月27日

介護職員

事務職員

製品の導入完了

介護職員

事務職員

導入効果の検証

(導入・活用・効果検証の各担当者)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

事務職員

支払い完了

事務職員

介護職員

亊務職員

事務職員

人
行



別記様式第8号"ノ
1

1

/

事業内容

11"

山

事業実績書

業

介護サービスの種類

業 所

粥

導入した製品空.・機器瑠

導入時捌及び台数

株式会社ハイム・'

血

所属名

ノ

出業完了日(戈払田

職・氏名

パワーリハデイサービス酒田

ICT導入支援事業実績報告用

則入又はりースの別

※該当する方に0を記入

屯言舌番号

通所介護

メ

[製品党、,1

< P P I 0;上製 Ipad

[導入台数]計5台(64G 1台、 256G

1導人田令和 5年 U 刃 211三r

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄イ1価使用に1'ノづきボ寸こ

と(移動や辨類の記人なと

直接ケアに当たらない業務

の時闇が短締された、職N

闇の情鞁共イj'が円滑になっ

た、収支が改締されたなど)

!肱人リース (契約期闇

令和 5年

使用頻慢.

記録業務、情帳共有業務、訥求業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名

(株式会社日木コンビュータコンサルタント
/

「介川ファミリー」「タブ録」)

,T形R業務・・・既に導入済

記録業務、情帽共右業務・・・今後取り入れていく。

利用者数

12月

職員数

(常勤換算)

25

2 実施経過

34

( 24 )

今後本惰的に導人し、効果を検証していく予定

(タブレット娯携ミ股定・・・R6.1.5 ・↑,定)

(タブ金k・・'R6.2.1~導入予征')

その後随時現場職員と、タブ録の操作を祚認しながら情桜共有業

務の円滑化、記録業務の伽素化をΠ擶していく。)

年

導入後の課題や炊年座計仙i

の磁ネ忍等

/

年阿日

年
ーー、"

}

令和5年Ⅱ月 8日

ノ

月~

月

年

令和 5年11月21日

現場職員

5名ほど

月

日

年

日

令和 5年12月25日

月)

職員への操作力法の周知

佑級共右の円溺化等の耐航忍

業務負担の嵯減が図られたかの硫認

タブレット端末(ipad) 5 台発注契約

令和6年1月5日

定)

実施内容

タブレット端末 a pad) 5台納品

令和6年1月中旬(予

定)

タブレッ"揣末費支払

(口座振込)

(予

令和6年2月1日

定)

タブレット端末、初期セットアップ

令和6年2月上旬以降

(予定)

「タプ録」セットアップ作業

従事者

ロロほか0名

(予

担当者

(日下)

タブレット端末にタブ録を本格導入

担当者

( 1/)

順次「タブ録」の使用習熟を図る

担当者

( 11 )

担当者

(//)

納品業者

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業副'画書のスケジュールに合わせて作成すること。

担当者

00

担当者

(")

記
入
者

、
/ノ日



別記様式第8号

事業内容

導

取

事業実赤責き,

業

介護サービスの柯類

業

行

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

,;ι

名

礼会村井止i厶人慈敬会

所屈名

職・氏名

那業完」'Π(支払ID

1!f別養設老人ホームひがしざわ

ICT導入支援事業実績報告用

雌人父はりースの別

※該当するノjに0を,祉人

衝,;舌;砕り

老人む,1祉施股

メ

腔1品名.導人台数」

・ ND ソフトウェア NEXT ケア総介,心鉄システム・式

・タブレット端オξ Gpnd) 1 1台

・ wiFi環嶢ルーター 5台

[導人川令和6年リ124Π

使川状況

(使川する業務

Tf)

ル

導人効巣

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使則にJ'づき示すこ

と(移動や,1:類の,ι人など

心接ケアに当たらない業疹

の時問が短締された、職a

問の仙報北イiが門滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

リース(契約期問購

令和 6年2jj 9 Π

使川頻度

"録業務、イ占報共イj業拐、,冶ボ業枋を・会UⅢ貫で行うことがⅡ1能

となっている介護ソフト名

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介紀獣システム)

・使川する業務介設業拐、新設業務、1卜常の牛活"録等

・使用頻度介纓、看池、ル常牛活の,姑鉄を常に使用

利川占数

職 a 数

(常勤換算)

2 実施経過

9 0 名

これまで、紙ベースで,ι録していたため、 1つの内容を1叫人'己

鉄、小し送り,;d鉄、宥護,矼録等、数郁顎の"録に"幟しなければ

ならなかったが、ケア総介'心録システムの導人により、 1つの"

鉄でそれぞれの,'録に反映することができるようになった。

また、祠じ内奔の"録については・括"鉄ができるようにな

り、定型文人ノJ、;'力1;人ノJもできるため"録に安する時問を人幅

に削減できる。

パソコン、タプレットで砧報が確認できるため佑報共イiが門滑

になった。

7 2 名

(55 才',)

導人後の,拠題や次年度.汁1晰

の確認等

年月日

年

年

●■、ノ

令和6年1月24日

月

年

jl~

令和6年1月25日

月

日

年

0 導人後の課題

・"鉄システムの組込まれていない'11顎をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管兇(項Πの迫加、削除下統きのルール化)

0 次年度';111hj

・介殻、看護,祉録業病の効*化及び業務の削減

・業務の告ノJ化による、ケアの充火、質の血1上

日

令和6年2月14日

jD

富士フィルムB1山形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②
次回説明会に向けたアンケート実施

令手「16年3月2 8日、

3月2 9日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

ロロほか0名

令和6年4月~5月

従事者

実績報告書提出

令和6年5月~6月

各施設責任者

岱士フィルム B1山形

ND ソフトウェア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの実施

令和6年7月

各施設資任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等,基木的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設責任名

各施設部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設貰任者

各施設部署担当者

3 0 名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見直し

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

人
打



別記様式第8

1 事業内容

出

事

業

介准サービスの師類

業

占

jリi

名

績書

導人した製品名・機器名

導人1討羽及び台数

"

名

社会れ井止法人慈敬会

所属名

職・氏名

事業完/日(支払ID

1"刈蛭准名人ホームひがしざわ

ICT導入支擾事業実績報告用

購人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

電,新πfり

老人む,1祉施設

メ

[製品名.導人台数]

・ ND ソフトウェア NEXT ケア総介"鉄システム'式

・タブレット端末 6Pad) 1台

使削状況

(使用する業務

隼于)

ル

[芋1人川令和 6年 lj12 4 Π

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使川にjよづき水すこ

と(移動や'1卜類の,;C人など

心按ケアに当たらない業務

の時問が短締された、胤a

問の枯報共イiが円滑になっ

た、収支が改il;されたなど)

リース(契約期問川ι

令和 6年2門 9 Π

使川頻度.

"鉄業務、"報共イi業務、,冶求業務を・ヌ、通貫で行うことが"1能

となっている介渙ソワト名

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介肥鉄システム)

・使川する業務介世業疹、看護業疹、印常の小活"鉄等

・使川頻度介護、看忽、印常牛活のω録を常に使川

利川者数

職 U 数

(常勤換算)

2 実施経過

1 0 名

これまで、紙ベースで,'録していたため、 1つの内奔を1',,1人"

録、山し送り,id鉄、看護.心録等、数li1類の';ι鉄に'd.咸しなければ

ならなかったが、ケア総介.,d録システムの導人により、 1つの'

録でそれぞれの,;ι録に反映することができるようになった。

また、向じ内奔の"録については・括"録ができるようにな

り、定川!文人力、町・山人ノJもできるため"鉄に要する時問を大幅

に削波できる。

パソコン、タブレットで佑報力所在認できるため情報共イ」'がΠ滑

になった。

6名

( 6 手',)

導人後の課題や次年度.汁1叫

の硴認等

年月日

年

年

i^

令和6年1月24日

月

年

jl ~

令和6年1月25日

月

日

年

0 導人後の課題

・"鉄システムの紕込まれていない,1;・類をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管"!(項Πの迫加、削除下紕きのルール化)

0 次年度'i11川

・介護、看没祀録業莇の効*化及び業柄の削減

・業務の古ノJ化による、ケアの允突、質の向上

日

令和6年2月14日

j、j )

富士フィルムB11U形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②

次回説明会に向けたアンケート実施

令和6年3月28日、

3月2 9日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

ロロほか0名

令和6年4月~5月

従事者

実績帳告書提出

令和6年5月~6月

各施設貰任者

富士フィルム B1山形

ND ソフトウェア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの実施

令和6年7月

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等、基本的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設貰任者

各施設部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の避定から実鞁報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見適し

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

事業実

昇
コ

人
行



別記様式第8号

1 事業内容

事

水

事業実績書

業

介池サーピスの蘓類

業

占

1リi

右

導人した製1砧名・機噐牢」

導人時期及び台数

'

各施設責任者

各施設部署担当裏

3 0 名

名

社会智,件止法人慈敬会

所属名

事業完」'11 (支払ID

職・氏名

1↓別養倭老人ホームひがしざわ

ICT導入支援事業実績報告用

購人Xはりースの別

※該当するガに0を祀人

電,研番リ

通所介段

メ

[製品名.導人台数1

・ NDソフトウェアNEXTケア総介"録システム

・タブレットす揣末 6Pad) 1台

使用状況

(使川する業務

等)

ル

1導人川令和6年1打 24Π

導人効果

※導人によって将られた効

樂に関するデータを奔観的

な評仙使川にj'づきボすこ

と(移動や,11・類の"人など

心接ケアに当たらない業拐

の時闇が短締された、職U

問の情報典イiが門滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

リース(契約期問鵬

令和 6年2打 9"

使川頻度

,矼鉄業務、枯蛾共イj業務、.清求業膓を・会U皿貫で行うことが"1能

となっている介懲ソフト乳

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介記鉄システム)

・使川する業務介姓業膓、看設業務、印常の牛活記録等

・使川頻度介護、看忽、日常小活の';'鉄を常に使川

利用行数

職 n 数

C常蜘換算)

2 実施経過

3 0 名

これまで、紙ベースで"鉄していたため、 1つの内奔をⅢ,1人,'

録、[11し込り"録、看護"録等、数郁顎の,心録に,ι械しなければ

ならなかったが、ケア総介"録システムの導人により、 1つの,M

録でそれぞれの"鉄に反映することができるようになった。

また、同じ内容の,U鉄については一括祀録ができるようにな

り、定剛文人ノJ、庁」{'人力もできるため"録に要する時問を人幅

に削減できる。

パソコン、タブレットで砧報が確認できるため情報」しイiが門滑

になった。

1 0 手',

(7 名)

導人後の課題や次年度,汁1Ⅷ

の確認等

年月日

年

年
.^

式

令和6年1月24日

月

年

刀~

令和6年1月25日

月

日

年

0 導人後の課題

・,d鉄システムの紕込まれていない,11'類をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管埋(」貞11の逃加、削除下絖きのルール化)

0 次年度'汁1向

・介綏,看没"鉄業疹の効*化及び業務の削減

・業柄のti/J化による、ケアの充メ{、質の向 1二

日

令和6年2月14日

jD

富士フィルムB1山形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②
次回説明会に向けたアンケート実施

令和6年3月28日、

3月29日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

口■ほか0名

令和6年4月~5月

従事者

実績級告書提出

令和6年5月~6月

各施設責任者

富士フィルム B1山形

ND ソフトウエア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの実施

令和6年7月

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等、基本的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見直し

"
人
行



別記様式第8号

事業内容

那

出

業

介設サービスの師顯

業

行

1リi

名

導人した製品名・機器乳

導人時期及び台数

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

名

社会福祉法人慈敬会

所鵬名

職・氏手',

事業完rn (支払ID

ヰ"刈錠設老人ホームおばなざわ

ICT導入支援事業実績報告用

雌人Xはりースの別

※該当するガに0を,;ι人

電.所播り

老人般,1祉施設

メ

[製品名.導人台数]

・ ND ソフトウェア NEXT ケア総介"録システム・式

・タブレット端オξ Gpad) 7 台

使用状況

(使川する業獅

等)

ル

[導人田令和6年ν]2 4日

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価使用に慕'づきポすこ

と(移動や'1卜類の,祉人など

心接ケアに当たらない業疹

の時問が短締された、畷U

闇の枯報共イiがU滑になっ

た、収支が改況されたなど)

Uース(契約瑚闇川

令和 6年2打 9Π

使用頻座.

"鉄又甥、恬報父イi業疹、諸求業物を・気通貫で行うことが"1能

となっている介護ソフト名

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介"録システム)

・使川する業疹介護業疹、看設業務、1卜常の小活,心録等

・使川頻度介護、看纓、ル常小活の,心鉄を常に使川

利川打数

職員数

(常勤換算)

2 実施経過

5 7 名

これまで、紙ベースで,祉録していたため、 1つの内容を佃人"

鉄、小し送り,d鉄、看護,矼鉄等、数和類の'矼録に,記幟しなければ

ならなかったが、ケア総介肥録システムの導人により、]つの●」

鉄でそれぞれの"録に1父映することができるようになった。

また、同じ内奔の,祉録については・ー'括"鉄ができるようにな

り、定剛文人力、帝Jli人ノJもできるため"録に要する時冏を大幅

に削減できる。

バソコン、タブレットでイ1'j報が確認できるため砧報共イjが打滑

になった。

44名

(36 名)

年月日

導人後の.深題や次年度'汁1向

の確認等

年

年

.'、、i

令和6年1月24日

月

年

打~

令和6年1月25日

月

日

年

0 導人後の課題

・'越録システムの判込まれていない,11顎をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管"!(項1_1の迫加、削除下絖きのルール化)

0 次年度,汁1川

・介池、看没"録業務の効*化及び業務の削減

・業疹の古ノJ化による、ケアの允尖、質の向 1:

日

令和6年2月14日

j j )

富士フィルムB1山形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②

次回説明会に向けたアンケート実施

令和 6年3月2 8日、

3月29日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

ロロほか0名

令和6年4月~5月

従事者

実績帳告書提出

令和6年5月~6月

各施設責任者

富士フィルム B1山形

ND ソフトウェア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの実施

令和6年7月

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等、基木的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設資任者

各施設部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の選定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見直し

業実 書刻事

献
人
打



別記様式第8・号

事業内容

Ⅲ

Ⅲ

事業実紬書

介維サービスの柯1顎

畢

業

打

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

名

礼会む肺止法人慈敬会

所属名

職・氏右

4工業完 rn (支払H)

1"刈霪誰老人ホームおばなざわ

ICT導入支擾事業実績報告用

州人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

電.活排り

短期人所牛活介設

メ

[製品名.導人台数1

・ ND ソフトウェア NEXT ケア総介"録システム・式

・タブレットす揣末 6Pad) 1台

使川状況

(使川する業膓

芋)

ル

1導人田令ln6年 lj] 24日

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な舒・価使川に基づきポすこ

と(移動や'11顎の"人など

心接ケアに当たらない業務

の時冏が短締された、職U

闇の情報共イiが門滑になっ

た、収支が改円されたなど)

リース(契約期問川

令和 6年2j] 9 "

使川頻度.

"録業枋、衍報典イi業疹、諸求業務を・気通貫で行うことが可能

となっている介纏ソフト宏,

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介,1ι録システム)

・使用する業枋介設業務、肴纓業務、 1レ常の牛活,;d鉄等

・使刑頻座介護、看股、胖常生活の"鉄を常に使川

利川打数

職 a 数

(常勣換算)

2 実施経過

3名

これまで、紙ペースで'd録していたため、 1つの内容を佃人,矼

録、小し送り紀録、看巡"録等、数稀類の"鉄に"城しなければ

ならなかったが、ケア総介,己録システムの導人により、 1つの"

録でそれぞれの"録に反映することができるようになった。

また、同じ内容の,.ι録については・'括'矼鉄ができるようにな

り、定剛文人力、庁山人力もできるため"録に要する時問を人幅

に削減できる。

パソコン、タブレットで枯帆が確認できるため竹報共イiが円滑

になった。

2名

(1名)

年月日

導人後の課題や次年座,汁11hl

0)る寉i忍1理

年

年

^

令和6年1月24日

月

年

jl ~

令和6年1月25日

月

日

年

0 導人後の課題

・'祉録システムの知込まれていない'"類をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管"!(項Πの追加、削除予紕きのルール化)

0 次年座.汁11111

・介准、矯纓"鉄業務の効*化及び業拐の削波

・業務の右力化による、ケアの允突、質の向上

日

令和6年2月14日

j])

富士フィルムB1山形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②

次回説明会に向けたアンケート実施

令和6年3月28日、

3月2 9日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

ロロほか0名

令和6年4月~ 5月

従事者

実績報告書提出

令和6年5月~6月

各施設貰任者

岱士フィルム B1山形

ND ソフトウェア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの尖施

令和6年7月

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等、基本的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設責任者

各施股部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の還定から実績帳告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務Ⅱ誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設貰任者

各施設部署担当者

3 0 名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見直し

業

記
人
行



別記様式第8号

事業内容

那

事

事業実績書

業

介纓サービスの柯!類

業

打

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

各施設貰任者

各施設部署担当者

3 0 名

名

礼会智井止仏人慈敬会

所瓣名

職・氏名

事継完 1'Π(支払ID

地域帝着剛4"判養護老人ホームむらやま

ICT導入支援事業実績報告用

購人Xはりースの別

※該当する方に0巻"人

電話俳リ

地域密着型老人智,1祉施,役

メ

[製品名.導人台数]

・ ND ソフトウェア NEXTケア総介'心録システム'式

・タプレット端オく(ipad) 5 台

使川状況

(使川する業務

阜;)

ル

[導人田令和6年1打 24日

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを奔観的

な評イ11併吏川にノ'レづき門ミすこ

と(移動や,11類の,心人など

心接ケアに当たらない業疹

の時問が短紺された、職U

問のイ,リ報ルイiが"滑になっ

た、収支が改純・されたなど)

リース(契約期間貼

令和 6作 2j1 9 Π

使川頻麼.

,心鉄業疹、枯帆共イi業務、,清求業務を・気通貫で行うことが"1能

となっている介,護ソフト名

( ND ソフトウェア NEXT ケア総介,'鉄システム)

・使川する業疹介護業莇、看没業務、印常の牛活"録等

・使刑頻度介淡、看護、印常生活の"録を常に使川

利川行数

職 U 数

C常勣換算)

2 実施経過

2 9名

これまで、紙ベースでω録していたため、 1つの内容を佃人,祉

録、小し送り祀録、看護"鉄等、数師類の,iι録に,祉,伐しなければ

ならなかったが、ケア総介,矼録システムの導人により、 1つの"

録でそれぞれの心録に反映することができるようになった。

また、同じ内容の,姑鉄については・・括,心録ができるようにな

り、定剛文人力、庁」1i人力もできるため紀録に要する時問を大幅

に削減できる。

パソコン、タブレットで情報が確認できるため枯帳北イiが円滑

になった。

2 3 名

(19 名)

導人後の課題や次年喫'1'1Ⅷ

の硫認等

年月日

年

年

.^

令和6年1月24日

月

年

打~

令和6年1月25日

月

日

0 導人後の課鼬

・"録システムの組込まれていない,1「類をどのように取込み応

川していくか。

・マスター管理 0貞Πの逃加、削除下絖きのルール化)

0 次年度,il'11111

・介護、看懲"鉄業拐の効*化及び業務の削減

・業務の古ノJ化による、ケアの充火、質の向上

年

日

令和6年2月14日

jj )

富士フィルムB1山形売買契約、納品

令和6年2月19日

実施内容

導入打ち合わせ

令和6年3月11日

取扱い説明会基本操作について①

令和6年3月22日

取扱い説明会基本操作について②
次回説明会に向けたアンケート尖施

令和 6年3月2 8日、

3月2 9日

取扱い説明会各施設で使ってみて

質問、課題、マスター設定

次回説明会に向けたアンケートの実施

ロロほか0名

令和6年4月~5月

従事者

実穎報告書提出

令和6年5月~6月

各施設責任者

備士ワイルムB1山形

ND ソフトウェア

各施設ごとの個別説明会

本格導入に向けたアンケートの実施

令和6年7月

各施設貰任者

各施設部署担当者

3 0 名

食事、排せつ、入浴等、基本的な事項を

入力しソフトに慣れる

各施設ごとのフローアップ説明会

各施設責任者

各施設部署担当者

3 0 名

準備が整った施設から本格導入する

各施設ごとのフローアップ説明会

業務の見直し検討

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

各施設責任者

各施設部署担当古

3 0 名

本格導入してのアンケート

効果検証

業務の見直し

心
人
打



別記様式第8号

事業内容

事

事

事業実綾

業

介護サービスの郁頬

業

行

jリi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

斗ミ

牢,

社会村井止法人敬灯会

呈立'

所属右

事業完」'11 (支払ID

敬訂園1パ宅介纓支援事業所

R"災所;静リ:067010502】

職・氏名

ICT導入支援事業実績報告用

購人Xはりースの別

※該凹するノjに0を,氾人

電,店番1}

j,,1宅介,纓支援

メ

ほのぼの NEXT

セキュリティ

ル

使川状況

(使川する業務

竿)

』」、
【】、

・式1川人、

ソフト

轡人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価使川にj'づきポすこ

と(移動や'11・類の,;ι人など

1ん接ケアに噺たらない業務

の時問が短縮された、職n

問の坊報共打が門滑になっ

た、収支が改況されたなど)

令和 6年3 打]9 Π

(1回11^リース(契約期問

使川頻度

,ι録業拐、恬報共イi業務、"i求業獅を・会U血貫で行うことが'能

となっている介護ソフト名(ほのぼの NEXT)

利川行処赳"鉄及び"帆共イi、,清求業務において使刑。'片業Πはhi

日使川している状況。

モバイル PC4 台、タブレット,揣末 4

・式雌人令和6年1Ⅱ導人

利川打数

職 U 数

(常勤換算)

2 実施経過

250 名

呼人によって将られた効果について、システムを導人したことによ

つて、利川行に関する,氾録業務の円滑化やセキュリティ尚での強化

を図ることができた。これにょり、利加お情報を電子上で管理する

ことができ、,11頬も減少することから、業桷の効*化が1川れている。

また、職U問の恬報共打が門滑になり、情報共イiに伴う時問的な下

問を減少させることができ、小産性が向上した。

7 才',

年

年月日

令和5年9月1日

11月15日.^

導人後の,課題や次年皮"11Ⅷ

の確認等

7名

jj~

令和6午1月1日

1月31日ノ、、.J

7名

年

業務の状況分析・問題点の洗い出し

機種選定・導入計画の検討

導入担当者・チーム体制整備

実際に機器を使用する者(介護支援専門員等)
の意見聴取

職U令休の習熟度を向上させることにより、得られる効架の最大化

を1刈れるとぢぇている。今後も、システムを使則しながら、一側人

から班業所令休に渡って広く波及させていくことにより、より業疹

を質・時問ともに効*化を関っていきたい。

j])

令和6年1月1日

~3月31日

実施内容

令和6年4月

~令和9年3

タブレット端末等購入

モバイルPC購入

セキュリティソフト購入

ほのぼのNEXT ・一式導入

事業完了日(支払日):令和 6年3月19日

1日

月31日

職員の習熟及び教育・研修計画

導入による記録方法の再確認

効果検証の実施

効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討

7名

従事者

※機器の選定から実績報告時までの経綿や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

7名

祀
人
打



男1帰酎莱式第8号
/

1 事業内容

事

11i

業

介誰サービスの種類

業

者

沙i

瑠

導入した製厶1,名・機器宏,

導入時捌及び台数

名

社会福祉法人松風会

所属名

特別養護老人ホームまほろぱ荘

PN業所番号:0672600061 】

職・氏名

那業完了日(支払田

ICT導入支援事業実績報告用

電話番号

購入又はりースの別

※該当する方に0を記<

介護老人福祉j厄設

短期入所生活介護

メ

NU'1.名]・1!噺泉アクセスポイント WAPS1266

・タブレット ipad64 CB

タプレット用介護ソフト「福祉見開録

1導入台数]・アクセスポイント 3 台 ipad1台

[導入 1_1]令和 5年12 j1 25 U

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

<、

ノ

総務課主事

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な訶Y西使用に基づき示すこ

と(移動や霄類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時闇が短縮された、胤員

朋の情桜共右が円滑になっ

た、収支が改善されたなど)

令和 6年1村 25日

(1直Σ1^・リース(契約期冏

仙用頻座.

記録業務、情報共有業務、需求業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介設ソフト右

(東経システム「福祉見出]録見るっち」)

介護、新没の記録入力や画像保存等毎fH吏用する。

利用者数

職員数

(常勤換算)

事業実

2

ノ

88

実施経過

56.07

令和 5年8月10日

年月日

年

導入後の課題や狄年度計画

の硴認、等

見るっち」

タブレットを使用することで居室やホールで直接記録できるため、

メモを取りスタッフステーションや医務室に戻ってから記録入力

をする必要がなく時ⅢH薪宿、業務の効率化につながった。

令和5年10月Ⅱ日

円~

令和5年Ⅱ月8日

年

令和 5年12月8日

機器の選定、見積依頼

タブレット端末が 1 台だけの為必要な時使えない場合があり今後

台数を則やす彪、要がある。また、さらに効率的に使用できるよう菜

使用方法を検討する。

jD

令和 5年12月14日

ICT導入支援事業聖補助金交付申詰

令和 5年12月18日~

令和 5年12月19日

実施内容

ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 5年12月22日

工事打合せ

令和 5年12月25日

工事契約

令和6年1月1日

アクセスポイント増設移設工事

令和 6年1月25日

介護ソフト設定作業

従事者

施設長・次長

完成引き渡し・導入

次長

介護科・看護利の現場導入

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業割・画書のスケジュールに合わせて作成すること。

支杉W、完了

次長

理事長

/

施工業者

ノ

施工業者

次長

介誰科

科・1哉員

看護

志赤

記
入
者



別記様式第8号

事業内容

事

事業実績

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時期及び台数

名

ハイジアインもりや株式会社.

所属名

職・氏名

事業完了日(支払rD

デイサーピス「ぬくもりの里」

ICT導入支援事業実績報告用

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

電話番号

介護予防・通所介護

メ

[製品名]ほのぼのNEXT

ケア総合記録システムデイ版

ル

使用状況

(使用する業務

等)

1導入台数]PC ライセンス 2台

1導入田令和6年2刃 13日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や遵類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時開が短縮された,職員

冏のV神長共有が円洲になっ

た、収支が改籌されたなど)

令和6年3月

使用頻度.

川1 入・リース(契約期問

記録業務、情祁共有業務、部打R業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名(ほのぼのNEXT )

デイサービス利用時に利用者全員の記録に使用。

利用者数

職員数

C常勤換算)

22 モ1 /、}

Carepalette 2 台

2

25 名

実施経過

フ.5

R5年7月1日

~ R5年7月31日

年

導入後の課題や次年度計画

の硴認等

年月日

介護記録をタプレット、パソコンを使用する亊で記録の効率化が

出来、利別者様の介護する時問が多くなった。

また、職員の負担怪減にもなっている。

R5年8月2 8日

月~

R5年9月1日

~R5年10月31日

R5年H月1日

~R5年12月31日

年

導入ソフトの選定。

R6年2月13日

~R6年3月31日

月)

介設職員全員にケースの記録、

の効率化をする。

協議書の提出

導入に向けた担当者の整備や

使用方法についての確認

実施内容

交付決定後、機器の発注、導入予定。

ノ^

R6年4月15日

R7年3月31日

ソフト導入後使用方法等について研修会を実

施。

導入したICT製品の支払い宗t13月22

日誌の電子化による情帳共有

日)

適時使用状態を確認し、場合によっては再度研

修会等を実施する。

実績報告書の提出

使用状況把握のためアンケート、ヒヤリングを

実施する。

把握したないようを踏まえながら使用方法など

の見直しを

検討する。

従事者

管理者ほか

1 0 名

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

書

記
人
者

T

弓



別記様式第8号

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

者

所

名

導入した製品名・機器名

導入時棚及び台数

名

ハイジアインもりや株式会社

所属名

職・氏名

事業完了日(支払日)

デイサービス「ほづみの森」

IC丁導入支援事業実續報告用

購入又はりースの別

楽該当する力に0を記入

電話番号

地域密着型通所介護

メ

[製品名]ほのぼの NEXT

ケア総合記録システムデイ版

ル

使用状況

(イ吏用する業務

等)

〔

[導入台数]PC ライセンス 2台

[導入田令和6年2月13日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時開が短縮された、職員

問の情報共有が円滑になっ

た、収支が改誓されたなど)

令和6年3月

仙用頻度

1批入・リース(契約期冏

記録業務、情粗共有業務、赤bR業務を一気通貫で行うことが可能

となっている介護ソフト名(ほのぼのNEXT )

デイサービス利朋時に利用者全員の記録に使用。

利用者数

職員数

C常勤換算)

22日

Cω'epalette 2 台

2

18 名

実施経過

6.5

R5年7月1日

~ R5年7月31日

年

導入後の課題や次年度計画

の確認等

年月日

介護記録をタブレット、パソコンを使用する事で記録の効率化が

出来、利用者様の介複する時問が多くなった。

また、職員の負担軽減にもなっている。

R5年8月2 8日

月~

R5年9月1日

~R5年10月31日

R5年11月1日

~R5年12月31日

年

導入ソフトの選定。

R6年2月13日

~R6年3月31日

月)

介護職員全員にケースの記録、

の効率化をする。

協議書の提出

導入に向けた担当者の整備や

使用方法についての確認

実施内容

交村決定後、機器の発注、導入予定。

ー'^

R6年4 阿 15日

R7年3月31日

ソフト導入後使用方法等について研修会を実

施。

導入したICT製品の支払い完了(3月22

日)

適時使用状態を確認し、場合によっては再度研

修会等を実施する。

U誌の電子化による情報共有

実績報告書の提出

使用状況把握のためアンケート、ヒヤリングを

実施する。

把握したないようを踏まえながら使用方法など

の見直しを

検討する。

従事者

管理者ほか

1 0 名

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

記
入
者



別記様式第8、号

事業内容

亊

事

業

介護サービスの神類

業

行

jリi

名

導人した製品名・機器名

轡人時期及び台数

宇,

礼会福祉法人天市智,井止厚乍会

所属名

城・氏名

事業完/Π(支払Π)

1"刈鰹准老人ホーム沽女園

ICT導入支援事業実績報告用

購人Xはりースの別

※該当するガに0を.心人

電,話番り

介護老人都'件止施没

メ

[製品牢,]

無線LANアクセスポイント増強、ネットワーク 11事

ル

使川状況

(使川する業枋

芋)

[導人台数】

[導人川令和5年1 2 jj l

導人効巣

※導人によって得られた効

果に関するデータを奔観的

な評価使川にJ'づきポすこ

と(移動や,11,顎の"人など

心接ケアに当たらない業務

の時問が短締された、職U

闇の恬帳典イiが円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

へ不口

(i亙1^・・リース(契約期問

使川頻度

介纏・看護"録業膓を行える範囲が拡大し、効*的に人1"}占の状

況把蝉や職U闇の竹報述挑を行うことができている。

6年

利川占数

I j]

職 R 数

(常勤換算)

2

2 2日

8"~令和5年12打19日

実施経過

80

令和 5年11月2日

34.5

年月日

年

導人後の課題や次年度,il'1川

の宿齢忍等

令和5年Ⅱ月

介纏従那者への介護祀録、確認作業の満足度アンケートを令和6年

3 j・1 に火施Υ,定している。

打~

令和 5年11月16日

年

令和 5年12月8日

広帳

現在仙川しているPCがディスクトッブの割介が多いため、次回PC

更新時にはノートPC の割介を多くし、介護・矯没,祉録業拐、人1'

占の状況把擢がより効*良く行えるようにする。

jl )

無線LANアクセスポイント増強・ネットワー

クエ事導入計画の検討

ブラインドスポットの硴認

令和 5年12月18日

~令和 5年12月19日

ICT委員会にて問題点の洗い出し

実施内容

業者へ見積り依頼

令和6年1月

工事契約

令和 6年1月22日

無線LANアクセスポイント増強ネットワーク

工事

令和5年3月予定

介護記録・確認作業ポイントの確認

作業場所の環境整備

従事名

広穀・

委員会

リコージャパン株式会社へ支払 1,029,600円

施設長・事務

広報・1CT

委員3名

CT

名

介護従事者への介護記録、確認作業の満足度ア

ンケート

事務

事務

※機器の選定から実績報告時までの経紳や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

リコージャパ

ン株式会社

広帳・1CT

委員会

事務

広報・1CT

委員会

業実

1
5

書'

'
人
ぎ

ず
ー



別記様式第8号

事業内容

嚇

事

業

介護サービスの柯!類

業

行

1折

和書

宇,

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

右

株式会社タイヨウ

所 j禹名

職・氏名

ソーレ天荊

ICT導入支擾事業実績報皆用

事業完γΠ(支払ID

電話播号

購人Xはりースの別

※該当する力に0を'延人

介經予防ヰ1定施股人1.,1行小活介護

メ ル

スマホ(SH、M20AXお)8介及び1田辺機器'式、

アクセスポイント逃加17 か所(AP WAPS・AG1266DHP 7 台、 HUB

BS、GS上2008P 2 台)

[導人田

令和6年2j] 2 0 Π

使川状況

(使川する業拐

Tf)

導人効果

※導人によって得・られた効

宋に関するデータを客観的

な評価使川に基づき水すこ

と(移動や,11・灯iの,;ι人など

心接ケアに当たらない業病

の時開が短締された、畷U

闇の1占報共イ]'が円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

くj区1^リース(契約期問

令和6年3打29Π

使川頻度.

心録業枋、イ,リ帽共イi業務、,沽求業楞を・気通貫で何うことが"1能

となっている介護ソフト名

(1仏NAMICNETWORK TRITRUS)

使刑する業拐は介護,目録の人力。

使川頻度はΠ々の業務の中常に使刑しています。

利用者数

畷 R 数

(常勤換算)

2

4 2 名

実施経過

22.7 人

2020年2 j1 1 0 ~

導人からまだΠが浅く、はっきりとした効采の検証まで至ってはお

りませんが、スマホの場介だとスタッフが常に持ち、その場での人

力硫認が出来るようになった。

また、使川している介護ソフトの掲水板等をすぐに確認する小が川

来るので、情報のjしイiが円滑になった。

許jli人ノJに関しては、まだまだ慣れが必喫でこれからの,深題だと

'{E、う。

年月日

導人後の,深題や次年座'什1Ⅷ

の確認等

年

2020年2 1] 1 0~

刀~

2023年6円 15 0~

2023年61」 30 0

年

スタッフからスマホ導入希望あり。

2023年8 H I 0~

2023年8円 280

先ずは、スマホを使っての円滑な人力に慣れていく。

汁伝導のイヤフォンを使ちての寓山人力をスムーズに川来るよう

にしていく。

j l )

PC とタブレットの使用頻度、不只合の脚1杏。

2023年Ⅱ" 15日~

実施内容

導入する場合の台数の検証と見枯り依頬

2024年3円 40

補助釡事前恊議呼の作成、提出。

2024年31] 60

交付決定後発注

2024年4 111 0 ~

2027年31] 31 0

納品

従事者

2 2 名

設定後使用開始

使用状況耐酷忍及びスタッフヘアンケート捌杏(ヂ定)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

2 2 名

2 2 名

業実

"
人
者

事



別記様式第8号

事業内容

・郭

那

業

事業実績書

介設サービスの師顛

業

1門

11

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び介数

才,

1"ご井営利活動1厶人米沢渚友会

所城名

職・氏名

U「業完」'Π(支払ID

グループホームピュアグローブ

ICT導入支援事業実績報告用

附人Xはりースの別

※該当する方に0を紀人

電新排リ

(介股ΥWD 認知井対1ぶ剛共同中活介護

メ

【製品名1 ほのぼのNEXT ・ケアパレット

ケアパレット川タブレット

Wi、fi設備

[導人台数]ほのぼの NEX1乏台分、ケアパレット、タブレット各 1台

[導人田令和 5年12j1導人

ル

使川状況

(使川する業病

隼')

導人効樂

※導人によって得られた効

架に関するデータを客観的

な諄価使川に基づきポすこ

と(移動や,1;顎の,;d人など

心接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、畷U

問の恬報典イiが円滑になっ

た、収支が收辨されたなど)

@》 リース(契約期問

令和 6年 lj119 Π

使川頻度.

.;ι鉄業疹、恬帆共イi業務、

つている介纓ソフト名(

利川行数

ωΠ、ご利川占のバイタル、俊康状態、ケース'延録等の人力を行って

いる。

職 R 数

(常勤換算)

2 実施経過

9名

8名

(フ.2 名)

,冶求業拐を・・気通貫で行うことがⅡj能とな

ほのぼの NEXT、ケアパレット)

バイタルなど、様々な'11・類に同じ内奔を祀人する必饗がなくなってき

しいる。

拓J{f人力ができるようになり、外川人介股畷Rの"録の負担が悩減し

しいる。

しかし、操作に慣れることが 11となっている畷Rもいるため、令畷U

が効来を火感するまでには至っていない。

年月日

年
^

年

導人後の,深纏!や次年麼.il'11hj

の硫認等

令和 5年7月10日

~令和 5年8月31日

月

年

打~

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

月

日

日

年

令和 5年11月8日

ICT機器に触れる機会が少ない職Uからは扣否反応が見られるので、

りく使川できるようになった職nからのフォローを受けて使川でき

る体制を整えたい。

パソコンを使川した臼常業病における帳票関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今・後の課題としたい。

jD

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業費補助金巾請提出

令和 5 午 11月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業贄補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K.Z.Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

Owi、fi設備の整備

0機器導入、システム構築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理出長

他担噺2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web講習、訪冏講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の選定から実紬報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者

他担当職員

"
人
打



別記様式第8・号

事業内容

卓

鄭

業

事業実績

業

介護サービスの柿類

行

1リi

名

消人した製品名・機器名

導人時期及び介数

三R

名

11疋非肯利活動法人米沢沽友会

fl'

所 1禹名

職・氏名

グルーブホームビュアフォレスト

ICT導入支援事業実績報缶用

事業完」'11 (支払fD

電話俳り

朏人父はりースの別

※該当するガに0を紀人

メ

(介設判リD 認、知症対応剛典同小活介准

ル

[製品名1 ほのぼのNEXT ・ケアパレット

ケアパレット川タブレット

Wi、fi 設備

1轡人台数N台

[導人川令和 5年12打導人

使川状況

(使川する業枋

、f)

町人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価使川に雄づきポすこ

と(移動や'11顎の,謎人など

心接ケアに当たらない業枋

の時問が短縮された、職U

問の竹報共イiが門滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

区D リース(契約期問

イ;和 6年 l jj 19 1_1

使川頻度.

'ι録業枋、仙報」しイi業務、

つている介維ソフト名(

利川者数

職 U 数

(常勤換算)

1ザ日、ご利川打のバイタル、健康状態、ケース記鉄等の人ノJを百って

いる。

18 才'1

導人後の課題や次年度'汁1叫

d)而在舌忍、鵠三

14 名

( 13.8

牢,)

.清求業務を・・気通貫で行うことが"j能とな

ほのぼのNEXT、ケアパレット)

バイタルなど、様々な、吽類に同じ内奔を祀人する必要がなくなってき

ている。

仟Jli人力ができるようになり、外川人介准職Uの'録の負州が帷減し

しいる。

しかし、操作に慣れることが11となっている職Uもいるため、令職U

が効果を火感するまでには至っていない。

年

2 実施経過

打~

ICT機器に触れる機会が少ない職Uからは扣否反応が見られるので、

Y'く使川できるようになった職Uからのフォローを受けて使刑でき

る体刷を整えたい。

パソコンを使川した1、ト常業務における帳粟関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今後の課題としたい。

年月日

年
●■、J

令和 5年7月10日

~令和 5年8月3]日

年

月

年

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

j])

月

日

日

令和 5年11月8日

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業喪補助金巾詰提出

令和 5年11月23日

実施内容

0事業所飢のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K,Z、Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

Owi.負設備の整備

0機器導入、システム構築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担当2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web講習、訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者

他担当職員

"
人
占



別記様式第8・号

事業内容

那

事

業

事業実績書

業

介設サービスの桶類

行

1リi

右

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

名

1寺定非誉利活動法人米沢消友会

所属名

職・氏名

小脱椣多機能ホームびゅありす通吻

IC丁導入支援事業実績報告用

電話番リ

事業完」'Π(支払ID

メ

(介護列yD 小脱椣多機能川U円宅介没

購人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

ル

[製品宇,1 ほのぼの NEXT ・ケアパレット

ケアパレット川タブレット

Wi、fi 設備

[導人台数]ほのぼの NEXT3 台分、ケアパレット

分

1導人田令和 5年12打導人

使川状祝

(使川する業拐

等)

導人効果

※導人によって将られた効

架に関するデータを客観的

な評仙使川にjよづきポすし

と(移動や,牛類の"人など

心接ケアに当たらない業効

の時闇が短細された、城負

問の桁蛾典イiが円滑になっ

た,収支が改辨されたなど)

@》 リース(契約期問

令和6年1"19Π

使川頻度.

利用占数

'氾録業務、桁報共イi業獅、

つている介懲ソフト名(

職 U 数

(常勤換算)

1ザ"、ご利川者のバイタル、健ιj↓状態、ケース'心録等の人ノJを行って

いる。

29 名

導人後の課鼬や次年度'汁1向

の確認等

12 名

( 11.フ

牢,)

帶求業務を・気通貫で行うことが河能とな

ほのぼのNEXT、ケアパレット)

バイタルなど、様々な.1:・類に同じ内容を,記人する必要がなくなってき

しいる。

仟小人力ができるようになり、外川人介纏職Uの"鉄の負帆が,修減し

ている。

しかし、操作に慣れることが1ξとなっている畷Uもいるため、令畷U

力辺力果を火感するまでには至っていない。

2

タブレット各 1台

年

実施経過

jl ~

ICT機器に触れる機会が少ない職nからは扣否反応が見られるので、

¥く使川できるようになった職nからのフォローを受けて使川でき

る体制を整えたい。

ハソコンを使川したル常業務における帳票関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今後の課題としたい。

年月日

年
.^ノ

令和 5年7月10日

~令和 5年8月31 0

月

年

年

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

月

日

jj )

日

令和5年Ⅱ月8日

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業贅補助金巾詰捉出

令和 5年 n 月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K.Z.Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和16年2月29日

Owi、丘設備の整備

0機器導入、システム構築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担ψi2 名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web講習、訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の逮定から実績報告時までの経緯や契約Π、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者

他担当職員

"
人
行



別記様式第8号

事業内容

事

事

業

事業実鎖

業

介綏サービスの師類

者

1リi

名

管理者

他担当職員

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

壬丘

名

ヰケ定非肯利活動仏人米沢消友会

1と1

所属名

職・氏名

小規模多機能ホームびゅありす人町

ICT導入支援事業実績報告用

電話吊り

喫業完」'Π(支払ID

メ

{介設Υ,1リD 小規椣多機能川U,,}宅介護

附人Xはりースの別

※該当する方に0を,砥人

ル

[製品名]ほのぼのNEXT ・ケアパレット

ケアパレットⅢタブレット

Xvj、fi 設備

[導人台数]ほのぼのNEXT3 台分,ケアパレット

分

[導人田令和 5年12門導人

使川状況

(使川する業楞

芋)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価使川にJ,モづき水すこ

と(移動や,11・類の,;ι人など

心接ケアに当たらない業枋

の時問が短繊された、畷U

問の枯報北イiが円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

リース(契約期冏!1佳人

令和6年1打19日

使川頻座

利川打数

,延鉄業枋、情報共イi業拐、

つている介准ソフト名(

職 n 数

C常勤換算)

hj11、ご利川行のバイタル、健1遵状態、ケース,M録等の人力を行って

いる。

25 名

導人後の課題や次年度計1川

の確認等

14 名

( 11.8

名)

蕭求業疹を・気通貫で行うことが口1能とな

ほのぼのNEXT、ケアバレット)

2

タブレット各 1台

年

実施経過

バイタルなど、様々な'1:・類に同じ内容を,記人する必要がなくなってき

しいる。

Ⅱ~

ICT機器に触れる機会が少ない職Uからは扣否反応が見られるので、

県く使川できるようになった職Rからのフォローを受けて使川でき

る休制左整えたい。

バソコンを使川したH常業務における帳票関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今後の課題としたい。

年月日

年
ー^

令和5年7月

~令和5年8

月

年

年

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

月

日

jD

10日

月31日

日

令和 5年11月8日

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業費補助金申詰援出

令和 5年11月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12 河 1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K.Z.Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

Owi.丘設備の整備

0機器導入、システム構築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担当2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web;"習、訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

"
人
"



別記様式第8号

事業内容

事

小

事業実績

介護サービスの柯!類

業

打

}折

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

管理者

他担当職員

才,

ヰ!f定井誉利活動法人米沢沽友会

所 1禹名

職・氏才',

小規椣多機能ホームぴゅありす釡池

ICT導入支援事業実績報告用

事業完」'Π(支払「_D

電'{舌播1}

剛人父はりースの別

※該当するガに0を,,ι人

(介護Υ,防)小規椣多機能川リ',1宅介設

メ

f製品名]ほのぽのNEXT ・ケアパレット

ケアハレット刑タプレット

Wi、fi 設備

[導人台数1ほのぽのNEXT3台分、ケアバレット

分

[導人田令和 5年12刀導人

ル

使則状況

(使用する榮枋

等)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部仙使川に雄づきポすこ

と(移動や,11匁1の,心人など

心接ケアに当たらない業拐

の時問が短縮された、職U

問のイ,リ蛾ハイiが円滑になっ

た、収支が收円・されたなど)

@》 リース(契約期問

令和 6年 lj119 Π

使川頻度

紀録業務、1,リ報共イi業窃、

つて'いる介護ソフトf,(

利川行数

職 U 数

(常勤換算)

何"、ご利川打のバイタル、健康状態、ケース,祉録等の人力を行って

いる。

25 名

導人後の課題や次年度削'1川

の確認等

12 名

(8.7 名)

,冶求業務を・一気通貫で行うことがⅡ1能とな

ほのぽのNEXT、ケアパレット)

タプレット各 1台

年

2

バイタルなど、{飛々な,1詔須に同じ内奔を"ι人する必要がなくなってき

しいる。

実施経過

"~

ICT機器に触れる機会が少ない職nからは拒舌反応が兌られるので、

Yく使川できるようになった職Uからのフォローを受けて使刑でき

る体制を整えたい。

パソコンを使川した1卜常業務における帳票関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今後の課題としたい。

年月日

年
J'.、J

令和 5年7月10日

~令和 5年8月31日

年

月

年

jD

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

月

日

日

令和 5年11月8 Ⅱ

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業饗補助金申訥提出

令和 5年11月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和6年1月10日

0ICT導入支援事業喪補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K.Z.Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

Owi、a設備の整備

0機器導入、システム榊築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担当2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web、講習,訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の選定から実績都告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

書

オ、

"
人
行



別記様式第8号

事業内容

鄭

亊

事業実績書

介設サ

業

打

1リi

名

ビスの柯1顎

考人した製品名・機器乳

導人時期及び台数

名

ヰ寺定井肯利活動法人米沢消友会

所}成名

職・氏名

電,折番1}

米沢消友会へルバーステーション

ICT導入支援事業実績報告用

事業完」'Π(支払Π)

訪剖介巡

1卜常中活総介事業・';方刑剛サービス

雌人父はりースの別

※該当するガに0を,'人

メ

{製品名1 ほのぼの NEXT ・ケアパレット

ケアパレット川タブレット

Wi、n 設備

[導人台数]ほのぼの NEXT1台分、ケアバレット

分

[導人川令和5年12打導人

ル

使川状況

(使川する業疹・使川頻度

等)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な部価使川に"づき水すこ

と(移動や.11,頬の"人など

心接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、職U

問の仂帳北打が門滑になっ

た、収支が改俳されたなど)

直D リース(契約期問

令和 6年1打 19 "

,U鉄業務、枯般典イi業務、

つている介設ソフト名(

利川者数

畷 U 数

(常勤換算)

ご利川占のω録業疹、火紬人力業莇を力iHを行っている。

18 名

導人後の課題や次年度'什仙1

の確認等

15 名

(フ.2 名)

,清求災務を・気通貫で行うことが"1能とな

ほのぼのNEXT、ケアバレット)

タプレット各2台

年

紙媒体で行っていた、Π々の劼剖スケジュール管咋が仙i血 1二で表ポさ

れる肝で、わかりやすくなった。

班業所内での利川才fl,リ報の共イiが門滑になった。

2 実施経過

打~

年月日

年
ー、、"

タブレット操作の習将にぱらつきが見られているので、りく使川でき

るようになった畷Uからのフォローを受けて、平叩化出来るようにし

たい。

令和 5年7月10日

~令和 5年8月31日

年

月

年

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

j])

月

日

日

令和5年Ⅱ月8日

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業費補助金印誌提出

令和 5年Ⅱ月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 6年1月19日

0ICT機器等契約締ネ占(株式会社K.Z.Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

OM、fi設備の整備

0機器導入、システム構築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担当2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web講習、訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の選定から実紬報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記幟すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれぱ、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

管理者

他担当職員

"
人
古

業



別記様式第8・号

事業内容

水

事

事業実紬書

業

介巡サービスの肌類

打

1リi

名

導人した製品名・機器名

導人時期及び台数

f,

1""非営利活動仏人米沢消友会

所属名

職・氏名

小規模多機能ホームびゅありす通町

ICT導入支援事業実績報告用

電,括播1}

出業完」'Π(支払Π)

メ

(介鞭 f,防)小1見椣多機能川U,,;宅介設

蛾人Xはりースの別

※該当するノjに0を,心人

ル

{製品才,1 ほのぼの NEXT ・ケアパレット

ケアバレット川タブレット

Wi、fi股備

1導人台数]ほのぼの NEXT1台分、ケアバレット

分

[導人田令和 5年12打導人

使川状況

(使用する業病

等)

導人効果

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な諄価使川に栞づきポすこ

と(移動や,11・類の'人など

゛接ケアに当たらない業務

の時冏が短締された、畷U

間の仂般共イjが円滑になっ

た、収支が改辨されたなど)

リース(契約期闇1嚇人

令和 6年1 打 19 Π

. 使川頻座

利翔打数

"鉄業務、イけ報典イi業枋、

つている介護ソフト名(

職 R 数

(常勤換算)

毎Π、ご利川打のバイタル、健康状態、ケース.,ι録等の人ノJやスケジ
ノ

ユール管"!を行っている。

29 マ'1

導人後の,深題や次年度,什1川

の硫認等

12 名

( 11.フ

名)

"bR業務を,会U皿貫で行うことが訂1能とな

ほのぼのNEXT、ケアバレット)

2

タプレット各3台

年

実施経過

バイタルなど、1爪々な,"類に同じ内容を,亡人する必喪がなくなってき

ている。

打~

年月日

年
..、ー゛

令和 5年7月10日

~令和 5年8月31日

パソコンを使川した1卜常業務における帳票関係の操作にはまだ至っ

ていないので、今後の課題としたい。

管理者

他担当職員

月

年

年

令和5年9月1日

~令和 5年10月31日

月

日

j l )

日

令和5年Ⅱ月8日

0ICT機器導入についての打ち合わせ

0機種選定

0ICT導入支援事業費補助金申詰提出

令和 5年11月23日

実施内容

0事業所毎のICT導入担当者選定

令和 5年12月1日~

令和 6年1月10日

0ICT導入支援事業費補助金交付決定

令和 6年1 阿 19日

0ICT機器等契約締結(株式会社K.Z,Nオフィ

ス)

令和 6年1月16日

~令和 6年2月29日

Owi、fi設備の整備

0機器導入、システム榊築作業

令和6年3月1日~

従事者

ロロほか0名

0支払い

理事長

他担当2名

ONDソフトウェア職員によるシステムの説明

会(web講習、訪問講習)

各事業所の

管理者他 1、2

名

0システム試験利用(従来業務と並行)

※機器の逮定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事名が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

"
人
打

業



別記様式第8牙

1 事業内容

心

小 業実績書

茶

介泌げー・ k スの締顯

、JU

1ξ

噂人 L"ブJ製,Y,4 ・機器●

導.人11寺!蜘及び六数

所属名

職・氏名

宙話播屶

IC丁導入支緩事業実績報告用

山形県高齢打細祉1酒協同糾合

11業yL J' 11 (支杉、 H )

デイサービフ、'ヤンター・フ,.どり

メ

昭人父11リースの別

※該'」1・小る力に0をネι<

通所介護

f製'1,名1

ワイズマン 1DC ケア'把鉄(通1打介i蜘

ワイズYン 1DC ・゛'ぐろくタブレット

ル

使捌ガ、況

(傅川寸る業務

笄)

{述;入介数1

1轡人川

導ノ、効采

※辨人に上乃て得られた幼

果に閨するデータを写観的

な評価仙川に於づき小すこ

と(移動やJ;列1の'M人など

1ガ援ケアに'.犹・らない業務

の11寺剛力1匁i1薪され,た、職員

剛のM州共イfが円治仁允乃

ブ、・、収J女が改再されたなど)

((!亙1^り・・・ス(契約期間

令和 6年

使用頻堤

記録業務、イ青机共イ]'業務、 M求業務を一気油貨で行うことが可能

上な.ている介讃ソツト血

(ワイズマン 1DC ケγ,氾獄

利用名迪絡殺、 H七の佃人記鉄人力として1仕H使用Lて

いま・・}、。

利用者数

職 H 数

(常蜘換御)

I jl

1介

令IU

31 11

35

6什

10.3

12 開

' 1二

20 H

タブレソト心人により手書きの作業が減少L、刷用打様と椡力る"

開が」"え、個人恬蛾共イ1'が出来るようになりました,

尖施経過

Ⅱ~

職貝個々に ICT スキルに条が勗り、使いこな辻ていない恥nにと

「、(け負扣軽減と主でば、ν,'ぐない靭、ソフトだけ'そなくタソレソ

トその1,のの実e身'11W{ン必要とぢぇ、ぐい上・.上。

令和 5 仟 12 打

令1{1 6 11:3 jl

傑J]日

年 門)

31 H
tぐろく個人記録人力管理

実施内容 従山者

看鞭師2 名

介護員 5 タ.

L^ー

一加
一

ー
'
忽

人
硫

1
2

2

1
●

」
,斗

入
行

占
所

t
 
-
 
t



別記様バ第8号

1 *・業内容

*

小

*

業

業実績書

介護サービスの杣.判i

業

占

所

血

噂人 Lた煕品?,・機捌;宏,

導人時翔及びイ;数

所城マ,

訊

職・ι〔タ,

遊話番片

山Ⅱ判よ,拓齢占福制.門・1両協1,晴Π介

ICT導入支擢車業実績報皆用

雫業yc f e (支払!1)

指定居'む介護支援*業所みどり

噂人又はり、・スの別

勢気佐 U1寸ζ) b i、!(J を,1己人

メ

刷宅介護支援

1製品41

ワイスマン 1DC ・・1、ぐろくウγY ネ

リイズマン1DC・小ぐろくタブレソト

ノし

使用状況

(使用寸る楽務
ノ゛、

1噂人台数1

[堺入臼]

心人効果

※噂人仁_1、「、ぐ得「。れた効

果に開寸るフータを客観的

な討価仙用にルノ5き尓寸二

上(彩動やJ;顕ω記人など

沌接ケア仁門たらない業務

の1排間か価締されブ!、耻n

問の1介轍共イ}'が円滑にな0

た、収支が改辨されたなど)

<1邑1^、リース(契約期脚

令和 6仟

使削頻喚

記鎚業務、佶報北イ1'業務、舗ポ業務を気通賀でhう二とが可能

とん0ている介護ソソト名

(ワイズマン 1DC すぐノ〕くケアマネ

して1り日使川し'て利則行速銘帳、ロ々の個人"鎚人力と

いオ1 寸'、

利m占数

職 n 数

(常勤換算)

今千Ⅱ

^、
11

31日

45 永

6午 12 jl

仟

タプレソト心人により本1朋}占'むの訪問「侍Ⅲ」の知縮、それに作う"ー

ヒス捉.水の簡略化により、1 Uの訪譜1件数を均や寸ことか出来、Cい

る,

20日

打~

年月日

イ){n 5 'ギ]2 j}

令和 6年3打

サ

タブレット操作を斉{人力とし'て史なる餉略化を図りたいと老え

ていま寸、、

j])

21 H

31 Π

訪問時のタブレット人力やサービス内奔捉示に

作うサインの簡略

_美_地t!f容_ 従唄者

介護支援山問丑

11i

一課一
一
多
'
刃
0

導
の
一

竒叉
、

ル
Ⅱ

J1

記
人
 
X



別記様式第8号

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

'

介護サービスの種類

粂

者

j折

名

導入した製品,名・機器名

導入時矧及び台数

名

医療法人社団悠愛会

所属帛

介護老人保健施設メルヘン

【事業所番号 0652280009

職・氏瑠

IC丁導入支援事業実績報告用

電話番号

事業完了日(支払日)

介誰老人保健施設

メ

購入又はりースの別

※該当する力に0を記入

[製品.名Ⅱ導入台数]

①ND ソフトウェア「ほのぼの NEXT ・ C丑IE paletto」 3 ライセン

ス、 Apple iped wifiモデノレ3 台、 NISSINMT,550BTデータ連

拶H本温1+3 台、バッファロー無線ノレーター1台

②NEC DTPC1台、 FortiGale・40F UTM1台

ノレ

使用状況

(使用する業務

等)

[導入田令和6年1河 30日

(〔1画1^、ノース(契約期問

令ln6年2月13日

導入効果

※導入によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使用に基づき示すこ

と(移動や書類の記入など

直接ケアに当たらない業務

の時問が短縮された、]胤n

朋の情祁共有が円附になっ

た、収支が改善されたなど)

利用者数

使用頻度.

記録拠務、情桜共有業務、謂求業務を一気通貞で行うことが可能

となっている介護ソフト名 ND ソフトウェアほのぽのNEXT

①Carepale乱e (利用者のバイタル記録、ケア記録・毎日)

②UTM設置、環境整備(既有二の施設内のネットワーク環境に外部

接統できる瑛捗割柊備を行い、訪問先から訪問計画の共有と利用者

宅において矯護記録を入力・毎田

職員数

(常勤換算)

100 名

ノ

88.3 畠

導入後の課題や炊年度計画

の耐疏忍等

①全て手帯きで行っていたバイタル測定業務が電子化により、ペー

パーレスが促進され、用紙が削減でき、また記録などの業務効率も

_ヒがった。

②施設内のオンプレミス環境に、 UTM を設楓し夕H祁からセキュア

に C田'e palette Nurse を利用し接続できる喋境をつくることで、

これまで訪問埼護記録を複写式の用紙に乎書きで記入し、施股へ戻

つてから訪惜玲改示をまとめていた業務が、訪問先で記録することが

できるようになり、記録業務の列リ郭化が図られるようになった。

年

2 実施経過

村~

①電子化を促進するべく、今年座は試験的に3台のIPAD とソフト

を導入したが、炊年度以降には更に効率化を進められるよう台数を

増やし、記録業務を音声入力できるようにするなど、さらに業務効

率を上げられるように計画したい。

②記録業務の電子化をさらに促進し、今後は職員闇の情祁共有ソフ

トなどを活用し、直行直帰の出来る体制が構築できるように、更な

る業務改善を進めていきたい。

年月日

令和5年8月まで

年 月)

令和5年8月まで

①機種選定
"A・ハード 1PAD3 ロ、

台、 1PAD連動体温計

・ソフト NDソフトウェア

イセンス

令和 5年Ⅱ月8日

令和5年Ⅱ月 N e

令和 5年11月16日

②機種選定

・ハード UTM1台、管理用パソコン 1

・ソフト ND ソフトウェア Care

Nurse ガ、ーバー、ヒットアップ、ネット

実施内容

通所りハビリ

担当職員

令和 5年Ⅱ月15日

令和 5年12月末日

、

無線アクセスポイント 1

令和 5年 H 月15日

11月29日

令和5年12月末日

ICT導入支援事業賓,補助金の交付決定

Cal'e palette3 ラ

①IPAD

①IPAD

令和 5年12月27日

①体温計

①体温計

3台

3台

令和6年1月末日

従事者

令和 6年1月15日

~30日

令和 6年2月13日

支払い(前払い)

納品

①C釘O P01.tt03 ライセンス

無線LANアクセスポイント

①Coro p010tt03 ライ・ヒンス

無線LANアクセスポイント

無し

3本納品

3本支払い

Pelette

ワーク設

ノ

令和 5年12月13日~

②パソコン1厶納品
サーバーセットアップCare pa]ette'、Nurse

上記支払い

無し

令和6年1月

~令和7年3月

②UTM1台納品・ネットワーク設定

上記支払い

①C釧epale桃e 操作説明
部署内で勉強会を実施

納品

支払い

無し

^.r

①通所りハビリにて、 Cω・epalette の運用スタ
ト。最初はバイタノレ測定業務について、連動

タイプの体温副'を利用し、1PADへ記録。血圧

無し

通所りハビリ

全職員

無し

無し

無し

台

定

記
入
者



等のデータはIPADへ直接入力。日々の利用者

の連絡帳を手書きからPC化し業務効率を向

上。ケア記録を手書きからPCとIPAD を利用

し電子化していく予定。

(
※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

、



男1信己様式第8号

1 事業内容

事

事

事業実績書

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

導入した製品名・機器右

導入時期及び台数

.

ラポール合同会社

所属名

ラポール訪闇看護ステーション

b"業所番号:066089153】

職・氏名

ICT導入支擢事業実績報告用

電話番号

介没保険法における居宅サービス事業

介護保険法における居宅介護支援Ⅲ業

1Ⅱ業完了Π(支払日)

メ

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

[製占.帛]

<Ppleipad ( 5 台)ノート PC (1 台)【ソフトゥエア】ワイズカすぐろく Home

(1小:業所)Ⅱ窒定、操作説明贄用】りイス、マン1DC 訪問基本料(設定

贄ΠD、りイス、マン1DC すぐろく Home操作説明費用、タブレット設定

費用。

1導入台数] A即10 ipad ( 5 台)ノート PC (1 台)

1導入田令和6午1刀 15H

ノレ

/

使用状祝

(使用する業務

等)

導入効果

※導入によって得られた効

果に朋するデータを客観的

な評価使用に1'づき示すこ

と(移動や杵頬の記人など

直接ケアに当たらない業務

の時冏が短縮された、職員

問の偕帆共有が円溺になっ

た、収支が改博されたなど)

(契約矧問剛入・リース

令和6年ユj19 U

.

利用者数

使用頻度

記録業務、情"共有業務、詩求業務を一気通奥で行うことが可能

とな0ている介護ソフト名

(ワイズマン 1DC 司、ぐろく Home )

職員数

C常勤換算)

6 3 人

導入後の課題や炊年度計画

d)確三忍等

6人

年

2

・複写式記鯲別紙の使用を廃ル。

・複写式記録用紙を見ての入力が、訪問先でのタブレット入力にな

つた。

・玩護師どうしのご利用者様の情桜共有が容易になった。

実施経過

門~

年月日

新規採用者のタブレット購入及び初期設定贄用の予算の捻出

職員の新規採用時の操作説明の担当者の決定と方法の確立。

R5年6月5日

R5年6月20日

年

.'、]

月)

ICT委員会を立ち上げる。

・ソフトの操作と機能や今の訪問看護シス弘との連

携、費用の試算の為見積りを依頼した。

・りイス、マン、カイホ'ケ、アイホ、ウの 3 つで操イ乍性と仕様、

贄用を検討した。

・タブレット、ノートパソコンが購入でき、 3

つのソフトを扱っている業者を調査し、見積を依頼

した。

R5年6月21日

R5年7月25日'"、]

実施内容

R 5年

ソフトはりイス、マンを選定し、今までテクノマインドとメコム

山形酒田支店で相見積もりを依頼し検討する。

その結果、メコム山形酒田支店に発注すること

になった。

8月

R5年8月7日

R5年8月25日.'、^

4日

令和5年度山形県ICT導入支援事業費補助金の

募集の準備に入り、見積の承認を得て書類作成

と

ICT 導入の課題を洗い出し、ノートパソコンの

導入、タブレットの導入、ソフトの操作説明会のや

り方を検討し立案した。

R5年8月28日

R 5年9月2 0日i-、、.ノ

従事者

令和5年10月2日~

令和5年10月16日

令和5年度山形県ICT導入支援事業贄補助金の

募集の申請書の作成及び申請書・の提出。

R5年11月

担当五十嵐

現状の複写式記録用紙の記入作業とパソコンヘ

の入力作業の実態調査を実施した。

ワイズマンのすぐろく H omeソフトの仕様の確

認と訪問看護ソフトとの連携の確認。

R 5年11月

R 5午 1 1月2 8日

8B

補助金の内示を受け、交付申需需類を作成提出

担当五十嵐

8日

R5年度山形県ICT導入支援事業補助金の交

付決定通知受理

メコム山形酒田支店へ発注

ノートパソコン、タブレット、すぐろくHom

e一式

担当五十嵐

ノートパソコン、タブレット、司、ぐろく H o m

eの納入。拭"乍説明会の時期とやり方の打ち合

担当五十嵐

担当五十嵐

他5名

担当玉十嵐

担当五十嵐

担当五十嵐

担当五十嵐

記
入
者

t
气



R5年12月12日

~R5午12月20日

R 6年 1月

R 6年

わせ。

5日

タブレットの「すぐろく Home」アカウント

登録。タブレットの基本操作について自学と操

作の実地検証。

R6年1月16日

~R6年1月19日

1月16日

R6年

「すぐろく Hom e」りモートによる操作説明

及び遠隔での設定。

基本的事前準備について、「基本パターン」の

登録、「予定の自動作成」の操作のしかた学習

1月23日

「すぐろく Home」項目マスター作成について問

い合わせワイズマン藤野様

「すぐろく H o m e」項目マスター作成の実施。

R6年

ワイズマン藤野様による、ワイズマンすぐろく

Homeの操作説明会。

タブレットの基本設定、基本操作。

すぐろくHomeの基本操作。

・訪問看護の記録登録のしかた。

訪問看護の実績登録のしかた。.

・職員割付のしかた。

等々の説明を受けた。

R 6年

~R6年

1月29日

1月29日

2月28日

担当五十嵐

担当五十嵐

他5名

R 6年

~R6年

社内ミーティング実施

試験運用の方法、スケジューノレの検討

担当五十嵐

ワイズマン藤野様

1月29日

2月14日

R6年2月15日

~R6年2月29日

「すぐろく Home」の個人練習を予定。

基本パターンの登録。予定の自動作成登録。

タブレットの試験操作。記録の入力と登録。

各個人で試験的に運用してみる。

担当五十嵐

R6年3月

~R6年3月

メコム山升努酉田支店様より請求書受け取り、支

五十嵐

伊藤

払いを行い、領収j青を受ける。
令和5年度山形炉,、icT導入支援事業費補助金の

R6年4月

~R6年4月

佐藤ほか5名

リイス、マン藤野様

実績の穀告申請書を作成し提出する。

R6年4月

~R6年4月

1日

3 1日

職員の新規採用に伴うタブレットの購入見積り

と発注を予定(1台)。

R6年5月

~R6年5月

「すぐろく Home」試験運用を予定。

タブレットによる訪問先への持ち込み運用。

3月1日より新規採用者出社に伴い、説明会を

実施予定。

複写式記録用紙の使用を停止する。

1日

3 0日

1日

3 0日

佐藤ほか5名

令和6年6月にはじまる医療の電子請求、資格

確認等の制度に対応するために、タブレットの

活用と準備を行う。

R6年5月

~R7年5月

1日

3 1日

業務の状況分析を行い、問題点の洗い出しを行

い改善案の立案したのちに改善を実施し、効果

を検証する。定期的にこれを実施する。

佐藤ほか5名

R6年4月

~R 7年3月

すぐろくHomeの運用状況の分析を行う。
・記録業務時間の短縮が図れたか?

・確認業務の時間短縮が図れたか?

効果の報告書を作成し、他の改善に結びつかな

いか、いろいろな面から検討を行う。

1日

3 1日

担当玉十嵐

1日

3 1日

電子請求、資格確認のための設備を導入する。

パソニン、ネットワーク設備のハードの面、

請求に必要なソフトの面の導入を行う。

担当五十嵐

R 7年4月

~R 8年3月

R 6年4月~R 7年3月までの ICT化による

業務の状況分析を行い、報告書にまとめる。

・直接的業務の改善効果の分析。

・問接的業務への改善効果の分析。

電子請求、資格確認の導入に対する効果の

分析。

・業績への貢献度の検証。

・次年度の改善案の作成と効果の試算。

担当五十嵐

他5名

担当玉十嵐

他5名

担当玉十嵐

1日

3 1日

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジューノレに合わせて作成すること。

担当五十嵐

他5名

R7年4月~R8年3月までのICT化による

業務の状況分析を行い、報告書にまとめる。

直接的業務の改善効果の分析。

間接的業務への改善効果の分析。

・業績への貢献度の検証。

・次年度の改善案の作成と効果の試算。

担当五十嵐

他5名

担当五十嵐

他5名

〆
{



別記様式第8号

事業内容

那

水

業

介没サービスの和顎

繋

打

実績書

jリi

f,

導人した製品名・機器名

導人時期及び介数

37 人(56%)

名

礼会福?止法人長井谷井止会

所 j成名

1"刈艦池老人ホーム慈光園

【■Ⅱ業所排 1}:0671500122】

畷・氏名

4工業完 rn (支払Π)

ICT導入支援事業実績報告用

電,{円排1}

剛人Xはりースの別

※該当するガに0を"人

老人お井止施股

メ

[製品名1

む,件止見聞録【jιるツチⅣ】

{導人台数]タブレット・式 21台

[導人Π]タブレット・式令和 5年12打 15 Π

智井止jι朋録【jιるツチⅣ】令和 5年12 打 21 Π

ル

使川状況

(使川する業務

争;)

リース(契約期問雌人・

令和 6年1刀 30 11

使川頻度.

介護ソフト名:村'祉見開鉄 UιるツチⅣ】

介纏職n及び看懲職Uが力jΠ使用しています。使川する業務は、は、ケ

ース肥録、排i世、食辨、水分、人浴、ヒヤリハット、バイタル、処毅時

などの"鉄に使川しています。伏務課では、通院時にもタブレットを持

つていきその場で人ノJできるようになりました。

利用打数

導人効采

※導人によって得られた効

果に関するデータを客観的

な評価使刑に基づきポすこ

と(移動や,11,類の"人など

心接ケアに当たらない業疹

の時闇が短締された、城U

問のイ,'j報北イiが円滑になっ

た、収支が改汚されたなど)

職 U 数

(常勤換算)

160 人

む'件止↓ι朋鉄【見るツチⅣ】を使川する令職U (介護職貝・看護職ID に

68.5 人

アンケート,湘介を火施。ま占果については以ド参照

年

■竹別

男村

女竹

jl~

1

■年齢枇成

【見るツチⅣ】にイi益竹を感じますか。

感じる

年

13 人

53 人

10代~20代

やや感じる

30 代~如代

あまり感じない

50代~

jl )

感じない

行益性を感じている職fが認%

15%

2

10 人

65%

小産竹が向上(業柄の効*化)したと思いますか。

感じる

40 人

20%

やや感じる

16 人

0%

あまり感じない

感じな

生産性が向上したと感じている職必が53%

3

10.6%

42.4%

職R闇の述挑強化につながっていますか。

感じる

42.4%

やや感じる

4.6%

あまり感じない

感じな

述挑強化につながっていると感じている職4が50%

4

6%

44%

業務負"1嵯減につながっていると思いますか。

感じる

50/0

やや感じる

0%

あまり感じない

感じな

身休的負担嵯減につながっていると感じている職

]0.6%

51.5%

粘柳的負晃嵯減につながっていると思いますか。

感じる

37.9%

やや感じる

0%

あまり感じない

感じな

料捌珀り負扣嵯減につ八がっていると感じている職仁が融.5%

導人後の,深題や次年度,"'画

の確認等

6 /0

6 只体的に、業務の改鮮につながっている点を教えてください。

(複数1"1答Ⅱ1)

48.5%

36.4%

業務の効*化につながった。

9.1%

恬報共イjがしやすい。

報化淋れや記人忘れがなくなった(少なくなった)

ペパーレスにつながった。(少なくなった)

尊人後問もないため機器の操イ1功河く慣れである。また、禎椒的に使川す

る職Uとそうでない職UがいるなどIJ.1人茶もある。機器に慣れることを

最優先に、効果的な活川ガ法を椣宗し火行していく。

力§ 62.1%

17 人(25,8%

9 人(13.6%)

3 人(4.5%)

-
0

業事

"
人
行



2 実施経過

令和5年4月

年月日

令和5年5月

令和5年6月

令和5年7月

専門委員会内で「介護ロボット・1CT研究チー

ム」編成

令和5年8月

令和 5年10月2日

業務においての問題点、課題の洗い出し

令和5年Ⅱ月8日

介護ロボット・1CT研究チームを中心に、各部

署の会議において意見を聴取

実施内容

令和 5年12月15日

機器の選定・導入計画の検討

令和 5年12月21日

機種の選定及びデモ機の提案

補助金申請

補助金交付内示

機器及び購入業者の選定

令和 5年12月22日

補助金交付決定通知

介護ソフト及びタブレットー式の発注

令和 6年1月17日

令和 6年1月22日

タブレットー式納品

研究チーム

6名

従事者

介護ソフト見るツチ導入

見るツチⅣ活用研修

令和6年2月16日

同上

介護ソフト見るツチ運用開始

全職員

運用を経ての課題抽出

※機器の選定から実績報告時までの経緯や契約日、導入日、支払日を記載すること。

※導入工程や従事者が分かるものであれば、業務日誌等でも可。

※事業計画書のスケジュールに合わせて作成すること。

研究チーム

6名

アンケート調査

実績報告書提出

同上

同上

全職員

全職員

役職者

全職員

研究チーム

6名




